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第１節 調査の概要 

（１）調査の目的 

狭山市地域福祉推進計画の中間評価を行うにあたり、狭山市民の福祉に関

する意識及び潜在的なニーズ等を把握するとともに、今後の地域福祉に関す

る計画のあり方を検討するための基礎資料とすることを目的に実施しまし

た。 

なお本報告は、単純集計結果をまとめた経過的報告であり、今後、クロス

集計等、必要な分析を加えた最終報告を行う予定です。 

 

（２）調査対象世帯 

779 世帯（市内の公立小学校の５年１組または中学校２年１組に在籍する

児童・生徒及びその保護者） 

 

（３）調査方法 

学校を通じた配布・回収 

 

（４）調査期間 

平成２８年１０月３日（月）から２７日（木）まで 

 

（５）回収結果 

① 配 布 数：779 票 

② 有効回収数：639 票 

③ 回 収 率： 82.0％ 

 

（６）注意事項 

① 調査結果の比率は、その設問の回答者数を基数として、小数点以下第 

２位を四捨五入して算出しています。四捨五入の関係で、合計が 100％に

ならない場合があります。 

② 複数回答形式の場合、回答比率の合計は通常の 100％を超えます。 

③ 選択肢の語句が長い場合、本文や表・グラフ中では省略した表現を用い

ることがあります。 

 

 

 

 

親子アンケート調査中間報告 
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第２節 調査の結果【児童・生徒編】 

（１）回答者に関する基本的な情報 

 
問１ 性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ 学年 
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（２）地域に関すること 

 

問３ 福祉（みんながいつまでも仲良く幸せに生活すること）に関して、学校

で学んだことがあるもの。あてはまるところ（全て）をお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 《参考》前回調査（問 3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「目が不自由な方の疑似体験（目隠しし、杖を頼りに歩く）」（16.1％）

がもっとも高く、次いで「手話や点字などの技術を学ぶ」（16.0％）、「体

が不自由な方の疑似体験（車椅子に乗る）」（14.7％）、「教科書や読本、

テレビ、映像を見て学習する」（13.5％）となっています。 

前回調査でも同様な回答が上位となっています。 
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問４ 住んでいる地域の好きなところ、良いところ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ 住んでいる地域のきらいなところ、悪いところ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「自然が豊か」（26.1％）がもっとも高く、次いで「友達が多い」

（24.7％）となっています。 

「遊ぶところが少ない」（25.7％）がもっとも高く、次いで「買い物

が不便」（5.8％）となっています。 
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問６ あなたは、どのような地域なら、大人になっても住み続けたいと思いま

すか。（自由回答） 

主な意見 
● 近所の人と仲良く、あいさつができる。 

● 困っている人がいたら助け合える。 

● 地域全体で笑顔が絶えない。 

● 防犯設備が整っている。 

● 災害や事故が少ない。 

● 災害があった時にすぐに避難できる場所がある。 

● 遊べるところや店が多い。 

● 交通が便利。 

● 自然が豊か。 

● 友達が多く、皆で集まれる施設があると良い。 

● 働けるところが近くにある。 

● 自慢できる場所、有名なものがある。 

 

① 地域のつながりや支え合いに関すること 
● 近所で仲が良い地域。 

● まわりの人がやさしい人。 

● ご近所づきあいがいいとこ

ろ。自然が豊かなこと。 

● いつでもみんなで仲良く遊

べたり何かこまった時に助け

合える地域。 

● 周囲との交流ができる。 

● 住んでいる人みんなで協力

したり助け合えたりできる。 

● みんな（近所の人など）と

仲良く話せる所。 

● 高齢者とも、もっと親しみ

合えて、いざという時，助け

合える。 

● 何でも助け会えるご近所。 

● 自然がいっぱいでみんなで

助け合える。 

● いつでも相談できる。 

● 自然で、助け合えるように、

会話して、仲良くなれる。地

域なら大人になっても住み続

けたいと思っています。 

● 都会で地域のみんなと助け

合えること。買うもの（文ぼ

う具）などが近くで買える。 

● 知らない人ともすれちがっ

たら、お互いにあいさつでき

る。 

● 地域の人たちとすごく仲が

良いと、住みつづけたいです。

助けあうこともできる。 

● 近所の人はみんな仲が良

い。 

● もう少し地域の人といっぱ

い話し合えたらいい。 

● 朝や下校のときあいさつを

する。 
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● 自然が豊かで、話せる人が

多く、大きな音が無い。 

● みんながみんなを思ってい

ける関係がある。 

● 人と近所で話せる。 

● ご近所の仲が良い。 

● 仲がよく助け合える近所が

いいです。 

● 地域の人たちとの関りが深

い。 

● ご近所さんと仲が良かった

らいいです。 

● 優しい人がいるところ。 

● 仲が良くて親切。 

● 地震が起きたときすぐにご

近所で助け合える。 

● 困っている人がいたら助け

てあげる。 

● ご近所で仲よく、助けあえ

る。 

● 自然がいっぱいあって、み

んな仲良く助けあって暮らせ

るところ。 

● 市民がみんな知り合い助け

合える市なら、住みたいと思

う。 

● 近所の人と仲がよくて、困

ったことがあったら、助けあ

うことができる地域。 

● 明るく、近所の人が仲良し

な地域。 

● ご近所の人たちが、やさし

くしてくれて災害が少ない地

域。 

● 地域の人との関係がよい。 

● どんな時でも協力できる。 

● 地震や水害がおきたときで

も、みんなで助けあっていけ

るところ。 

● 協力して、助け合うことや、

みんなで話しあえるところ。 

● みんなの仲がいい地域。 

● 仲よく助けあったほうがい

い。 

● 自然が豊かな土地でご近所

がとても仲の良い人。 

● 近所の人との交流がたくさ

んあるところになってほし

い。 

● 自然で豊かで、人がやさし

い所が住み続けたい。 

● 近所で仲よく楽しいことが

ある所。 

● 地域の人達が元気で親切な

地域。 

● 安全に、気楽にすごせてみ

んなが助け合えるような地

域。 

● 親しくない人ともあいさつ

ができる。 

● 緑があってみんなが親切。 

● ご近所の人と仲が良く、事

故があっても助けあえる。 

● 交通ルールを守って緑が豊

かで助け合える地域。 

● 自ら、あいさつをする地域。 

● ご近所でずっと仲よくでき

るところ。 

● 地域で協力ができて助けあ

える地域。 

● 近所の人がやさしくしてく

れる。坂の高いところ。 
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● 近所で助け合えて、仲がい

い。 

● ご近所づきあいがいい。 

● 自然が豊かで、知らない人

でも助け合える地域。 

● 近所の人がやさしく、友達

が多くて自然が多い所がい

い。 

● 近くの家の人が困ったら、

助け会える。 

● 地域の人と助け合える。 

● 地域の人たちと交流できる

機会が多い地域。 

● みんなが親切で明るい地

域。 

● 地域との関わりがよい。 

● 近所の人同士、仲がよくて

助け合える地域。 

● みんな仲良しな地域。 

● 困っている人がいたら、助

けあう。 

● わたしは、何かあっても近

所で助け合える地域なら、住

み続けたいです。 

● 住みやすくて、近所同士仲

が良い地域。 

● 困った時、助けあえるとこ

ろ。 

● 何かがあった時に近所で助

け合える。 

● 年齢に関係なく近所の人と

仲良くできる。 

● 昔から住んでいる人と新し

く引越ししてきた人が仲良く

できる街、公園のある街。 

● 助け合える地域。 

● 地域みんなで協力したい。 

● 今の近所よりもっと協力出

来て助け合えるような感にな

ったら住み続けたい。 

● 僕がおじいちゃんになって

外で苦しくなったとき助けて

くれる地域。 

● 何か起こっても周りの人た

ちが優しく関わってくれる。 

● 困っている人がいたら助け

合える。 

● 近所同士仲良くて困った時

に、助けあえるといいと思う。 

● みんながみんなで助け合え

る所。 

● 近所の人たちが全員仲が良

くて、すぐ何ごとでも助け合

える。 

● みんなが仲良く明るくでき

る地域。 

● ご近所とすぐ仲良くなれる

所。 

● 笑顔の街。 

● お年寄りに優しく、毎日笑

顔で暮らせる街。 

● 困った時に助け合えて安心

して暮らせる地域。 

● 近所のみんなが仲良く、些

細な事でも話ができるよう助

け合える地域。 

● みんなで助け合えるような

地域。 

● 近所の人がやさしくて困っ

ていたら助け合える人たちが

いる地域。 

● 地域の人と助け合える。 



- 8 - 
 

● もっと、地域の仲が良く、

色々な支援があった方が良

い。 

● 地域全体で笑顔が絶えな

い。 

● 明るく、地域の人と話し合

える。 

● 地域の交流が良い地域。 

● 犯罪がなく、小さい子から

年寄りまで仲の良い地域。 

● ご近所で助け合える。 

● 子どもから高齢者まで仲良

く暮らせる地域。 

● 地域全体が仲良く助け合っ

ていきていける。 

● 困っている人がいたら助け

合える地域。 

 

② 治安・防災に関すること 
● 逃げこめる所が近くにある

所に住み続けたい。 

● 災害や事件がおきたとき、

助けあえる地域。 

● 安全に住める地域だから。 

● 安全で気持ちがいい所。 

● 安全な建物の中や、倒れる

ものがない地域 

● 地震がおきたときに近くに

避難所がある。 

● 家をあけているとき、家を

見ていてくれる。 

● 災害が起きたとき安心でき

る地域。 

● 自然災害がなく、悪い人も

いない、平和なところ。 

● 交通が便利な場所で、災害

のとき、すぐに逃げたりでき

るような所。 

● 地震があっても避難場所が

多い所。 

● 地震、火事がおこったとき

の避難所。 

● 津波がなくて、地震が少な

いところ。 

● 安全で不審者・強盗やそん

な人がいないところ。 

● 防犯設備がちゃんとしてい

て、夜道も街灯があって明る

く、災害が起きたとき、近所

で助け合える、交通が便利な

地域。 

● みんな仲良しで、犯罪がおこ

らない。 

● 地震やなんらかのことがおき

たいとき、みんなと協力して助

け合う。 

● 災害が起きた所に支えをして

くれる地域。 

● 地震や津波がおきても安全な

所。 

● もし、津波がきたときすばや

く高いところに、逃げこめて、

救助が早く来るところ。 

● 火事など災害が起きた時ご近

所の方たちが助け会える。 

● 火事が起きたとき、すぐにご

近所で助け合える。 

● 暗い所、人があまり通らない

所がない地域。 
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● 安全に暮らせる所。 

● 事故が少ない所。 

● 不自由な方でも安全で、安

心だと思える地域。 

● 地域の人がやさしく、犯罪

が無い平和なところ。 

● 地震や火災がおきたときに

助け合えるようにしたい。 

● 事件が少なくて安心して住

めるところ。 

● 自分の身に何かあった時、

助けあえる、不審者のいない

地いきなら。 

● 防災設備があって、安全で、

お年寄りや子供が笑顔でやさ

しく、自然が豊かな地域。 

● 泥棒や不審者などの少ない

地域。 

● 悪いことをする人がいない

安全な地域。 

● 災害が起きたとき、近所で

協力できるところ。 

● 災害があってもみんなが協

力できる街。 

● 平和で何があっても親切な

ところに住み続けたい。いい

人がいっぱいいるところ。 

● 老後の心配がない地域、変

な人がいきなり包丁とかで刺

したりしない地域。 

● 災害の時、助け合える。不

審者が少ない。近所づきあい

がいい。 

● 近所の人たちと仲良く、不

審者がいなくて平和のとこ

ろ。 

● 友達がたくさんいて、災害が

起きたとき避難場所が近くにあ

るところ。 

● 地震や火事がおきたとき助け

あえる人たちがたくさんいる。 

● 災害があるとき、逃げられる

場所がある。 

● 災害があった時、助け合い寄

り添える未来を作りたい。 

● 災害などが起きたとき避難す

る場所が近くにある地域に住み

続けたいです。 

● 何か災害とかがおきたとき助

け合えること。 

● お年寄りの援助や、地震がお

きたとき、非常食や水が配られ

る。 

● 地震とかが来ても、山崩れや

津波の来ないところ。 

● 土砂くずれや地震の被害が少

ない所。 

● 自然が豊かで、もしも何かあ

ったときにすぐに安全な場所に

逃げられるように交通が便利な

地域です。 

● 災害の心配が少なく、もしも

の時はすぐに避難が出来たりす

るところ。 

● 災害が起きたとき、すぐに知

らせたり対応してくれる地域。 

● 災害になった時、近所の人た

ちと助け合える。 

● 地震が起きたとき近所で助け

合える街。 

● 地震が起きたとき、すぐにご

近所で助け合える。 
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● 交通が便利で災害の時に丈

夫なところがある。 

● 地震が起きたら、すぐに避

難ができる。 

● 災害がおきにくいところ。 

● 地震も津波もない所です。 

● 災害が少ない所。 

● 津波などが少ないところ。 

● 安全な街・場所。 

● 治安が良い地域。 

● 悪い人がいない地域。 

● どの世代も安全に楽しく暮ら

せる。 

● 事件や事故のないところ。 

● 明るい地域であること、何が

あっても安心できる。 

● この世の中が平和で、側と同

じようなことができる。 

 

③ 遊び、買い物、交通に関すること 
● 遊ぶ場所を増やして、安全

な場所をたくさんつくる。 

● 友達ともみんないっしょに

遊べる。 

● 友達が多くて遊ぶところが

いい。あとお店もいっぱいあ

るところがあればいい。 

● もっといっぱい遊べるとこ

ろがほしいです。 

● 遊ぶところがいっぱいあっ

て車などを気にしないで走り

まわれるところ。 

● もうちょっと、遊ぶ所があ

って、友達と遊びやすい場所

があってほしい。 

● 自然が豊かで、買い物が便

利で、遊ぶところが多いとこ

ろがいいです。 

● 自然が豊かで、遊ぶところ

が多くて交通が便利。 

● 遊ぶ場所が多ければ交流で

きる。 

● 安全な場所に遊ぶ所があ

る。 

● 近くに店があること。 

● 買い物がしやすい所。 

● お店などが近いところ。 

● 買い物の場所が家に近く

て、友達が多い所。 

● 交通が便利で、すぐに買い

物に行けるような所。 

● 知り合いが多くてお店が近

い場所。 

● スーパーが近くにあれば。 

● 近くにお店があって、買い

物が便利だし、知り合いが多

いから。 

● 本屋が多くなってほしい。 

● 駅と店が近くにあるとこ

ろ。 

● いろんなところにコンビニ

がある。病院がたくさんある。 

● 田がなくなってスーパーマ

ーケットになったらいいな。 

● 家の近くにお店があってほ

しい。 

● 自然が豊かで交通が便利で

スーパーやコンビニがある

所。 

● 文房具店が多い所。 
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● がけ上や交通が便利なとこ

ろとすぐ買い物ができるとい

いです。 

● もうすこし近くにスーパー

などがある。 

● 買い物が近くにあるから、

あまり遠くに行かなくても大

丈夫だから。 

● カーショップやゲームセン

ターや大きい広場や公園があ

って、電車の路線が多い町が

いいと思います。 

● 店が近くにある、近くに警

察署、消防署、学校がある。

近所に家がいっぱいあるとこ

ろ。 

● 買い物や交通が便利なとこ

ろ。 

● 自然がいっぱいあって買い

物が便利で安全な地域。 

● 売り物が安い地域に住みた

いでーす。 

● 不自由な人が買い物を心地

よくできるようにしたい。 

● 虫があまり出なくて、オシ

ャレのものができてほしい。 

● ショッピングモールや、フ

ァミレスがあるとこ。住宅の

とこがいい。 

● 都会で、買い物が便利で、

空気がきれいなところで、交

通が便利なところ。 

● 交通が便利でショッピング

センターが数多くある。 

● 文房具屋がたくさんある

街。 

● 友達が多くて、遊ぶところ

が多いところ。 

● 子どもが遊べる場所が多い

所。 

● 交通が便利で、子どもが楽

しく遊べるところがある地

域。 

● もうちょっと公園を増や

し、もちろん遊具が多い方が

いい。もっと「引っ越してき

たいな。」という市にして、も

うちょっと賑やかにするとい

いと思います。 

● なるべく遊ぶ所やお店、ご

近所の人たちがいいところ。 

● 遊ぶ所がたくさんあって、

楽しいところ。 

● ショッピングモールがあ

り、街がきれいで、都会で、

便利な店や遊ぶところがあ

り、生まれてきてよかったと

思う街。 

● 遊ぶところが多く、団地内

の樹が減って、店の品揃えを

もっとよくし、特産物や、有

名なものが出来たらいいなと

思う。 

● 遊園地の近くがいい。映画

館の近く。 

● 遊ぶ所が沢山あって、楽し

い所！！もっとお店とか増や

してほしい。それがムリなら、

違うもっといい県！ 

● 遊べる所やショッピングモ

ールなどが多い。 

● 買い物が便利。 
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● もうちょっとララポートみ

たいな建物を増やしてほし

い。 

● 東三ツ木や堀兼は田舎なの

で、店が欲しい。 

● 店がたくさんあり、事故が

少なく、災害も少ない街。 

● 買い物や交通が便利で、施

設がたくさんあり、車道が広

いところ。 

● 大きなデパートとかアウト

レットなどがあったら、大人

になっても住み続けたい。 

● 人がいて、スーパーとか買

い物がたくさんあって、子ど

もが遊べる場所と中学・高校

生が遊んだりできる場所があ

って、避難場所も近くにある

ところ。 

● 交通が便利で買い物も便利

で緑が豊かな地域。 

● 生活に便利なバスの充実。

買い物する場所が近くに出来

ればいいと思う。 

● ご近所さんたちの仲が良

い、そして交通や買い物が便

利。 

● 交通事故がなくて、けが人

などが出ない地域。 

● 交差点での事故が起こりに

くい街。 

● 空気が良くて、交通が良い

所。 

● 道路が広くなって事故にな

らない。 

● 交通が安全な地域。 

● 環境、交通の便が良く、交

流が多いところ。稲荷山公園

駅の改造。 

● 交通手段がたくさんあり、

買い物が楽。そして治安が良

いといいと思う。 

● 交通が便利で安全できれい

な地域がいいと思います。 

● 森が近かったり、交通も便

利で、ネットができる所。 

● 交通が便利で、交通事故な

どおきない地域です。 

● 交通がもっとよくなって、

公園をいっぱいつくる。 

● 交通を便利にしたら、いい

と思う。 

● ゴミが落ちていなくて交通

が便利な地域。 

● 親が車を運転するときカー

ブのところが家がたつので見

えなくなるから困るので、近

所とか細かいところがいいと

ころに住みたい。自然が豊か

など。 

● 交通が便利で近所の人が家

族のように親しくしている。 

● 田舎だけどすぐ町とかに出

られるような所。 

● 交通が便利で、お年寄りの

方も、いっしょに暮らせる。 

● 色々なところに便利に行

け、人がたくさん交流できる

場所。 

● 交通が便利で住みやすい地

域。 

● 交通が便利な所。 
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● 自動車を減らして鉄道を利

用する(CO2を減らす)。 

● 交通事故が少ない。 

 

④ 自然、環境に関すること 
● 常に自然を大切にしてい

て、いっぱい森や林があると

ところ！！あと、田や畑がい

っぱいあるような所！！ 

● これからも自然が豊かであ

ってほしい。 

● 公園が少ないからもうちょ

っと多くしたら。 

● みんな外で遊んで、ゲーム・

家で遊ぶなどが少ない。 

● 自然が豊かで動物や虫が多

い地域。 

● 自然がいっぱいあったら住

む。 

● 自然が豊か、多いところ。 

● 自然が豊かで、あまり人工的

ではないところ。 

● 自然が豊かで友達がいっぱ

いいるところ。 

● 自然が豊かでいつでも遊べ

るところ。 

● 自然が豊かで緑が多い所。 

● 自然が豊かで、マナーが守れ

るところ。 

● 自然が豊かなところに住み

続けたい。 

● 自然が豊かで気持ちいい地

域。 

● もっと自然がもっと豊かだ

ったら狭山市にいたい。 

● 自然の豊かな狭山市がいい

です。 

● 田舎がいい。祭りなどがあ

って広い公園があって自転車

専用道路がある所。猫の出現

場所がある所。 

● いなか。 

● 海から遠くて自然いっぱい

な地域がいいです。 

● 津波など近くに海がない場

所。 

● 海から家が近いところ。 

● まわりに海や山がない地

域。 

● 東京のどまん中。 

● 心がやすらぐ場所。具体的

に森など。 

● はらっぱ（草がはえている

広い所）。 

● 森、川などの危なくない場

所。 

● 山の水が飲めるところ。 

● 畑がいっぱいあって農作業

ができる地域に住みたい。 

● 自分で野菜を育てられるよ

うなところ。 

● 自然豊かで畑や田んぼが多

くあるところ。 

● ネオンや街灯が多く、暗く

ないところ。 

● 夜でも明るい、緑がある。

カラスがごみを荒さない。 

● うるさくなく、夜景がきれ

いな街。 
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● 都会でもないし、田舎すぎて

もいないので、狭山市に住み続

けたい。 

● 今は自然が豊かだけど、この

まま自然を保ち、楽しい暮らし

をしたい。 

● 安全で自然がいっぱいのと

ころなら大人になっても住み

続けたい。 

● 自然が豊かで緑が多いとこ

ろに住み続けたいと思う。 

● 今ある自然は、このまま、ず

っと、あってほしい。 

● 地域の人たちがポイ捨てし

ないきれいな町。 

● ゴミがなく、きれいな町をつ

くりたい。 

● ゴミが少ない地域。～理由～

ゴミがたまに落ちているから。 

● 挨拶をみんながする、ゴミ拾

いをみんながする。 

● 清掃活動みたいなのをやっ

て、きれいなところ。 

● 自然が多く、16号のガス対

策。 

● 虫の少ない所。 

● 犬がいるところ、ふんが落

ちてない。 

● 生き物を大切にする地域。 

● 生き物がたくさんいるとこ

ろ。 

● 自然が豊かで生き物を大切

にする地域。 

● 公園が広い。 

● 大きな公園が近くにあると

ころ。 

● 自然が多いところか、友た

ちがいるところや静かなとこ

ろか、車が少ないところ。 

● 自然が豊かで近所の人と仲

良くなれて助け合える。 

● 自然が豊かで、遊ぶ所が多

い所。 

● 自然が豊かな所、みんなが

やさしい所。 

● 風がきもちよくて、自然が

豊かなところ。 

● 自然が豊かで空気がおいし

い。 

● 自然が豊かで親切な地域。 

 

⑤ 子育てに関すること 
● もし、何かあった時、近く

に買い物できる場所ができた

ら便利だし、子どもができた

時、子どもが遊べる公園など

も増やしてくれるといい。 

● 子ども達がたくさん遊べる

ような公園が近くにあって、

近所の人と仲が良ければよ

い。 

● 大人になって、子どもとい

っしょに遊べるところがある

ところがほしい。 

● 遊ぶ所が多く、いつでも子

どもが楽しめる所。 

● 子供が安心して遊べる公園

や、近所で助け合える。 

● 森がもっと増えて、子ども

が遊べる地域。 
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● 事故やトラブルが少なく、自

然が豊かで気持ちが落ち着き、

子どもが元気に遊んでいる街。 

● 子どもがたくさんいるとこ

ろ。 

● 子どもが安心して暮らせる

ところ。 

● 環境が良く、子どもがたく

さんいる街。 

 

⑥ 友達・交流・イベントに関すること 
● 七夕祭りや近所の小さい祭

りなど、みんなと協力して、

盛り上げていける地域だとい

いと思う。 

● 安全で怪我をしなくて、遊ぶ

ところがたくさんで、友達がい

るところがいいと思いました。 

● もっと交流を増やせるイベ

ントを地域で行いたい。 

● みんなで集まれる施設がも

う少しあると、放課後が楽しく

なる。 

● 交通が便利で、自然が豊かで

友達がたくさんいる地域。 

● 友達が多いこと。今の家。 

● 友達が多くて、緑のきれい

な所。 

● 友達が多いから年をとって

も仲良くできるから。 

● 自然が豊かな、話せる友達

がいっぱいいる地域。 

● いい友達がいるところ。 

● 友達がたくさんいる町。 

● 知り合い、友だちがいっぱ

いいる地域。 

● 楽しい所。 

● ひまな時に話す人がいる。 

 

⑦ 就労・教育に関すること 
● 小学校の教育レベルを上げ

たり、大人になって、仕事を

するときの時給をあげてくれ

ればいい。 

● いじめや差別がなく、いつ誰

が来ても「ここはとても良いと

ころだ」と思ってもらえる街。 

● 働けるところが近くにあ

り、安定した収入が得られ、

子どもが遊ぶところが多い地

域。 

● 学校の近く。 

● 月給などが多い。 

 

⑧ その他 
● わたしは、今住んでいる場

所が好きだから、できれば大

人になっても住みたいと思っ

ている。 

● 狭山市に住み続けたい、悪

いところがなく住みやすいか

ら。 

● 今のままがいいと思う。 
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● 家族と一緒にいたいから、ず

っと狭山に住みたいです。 

● 東京に住んでみたい。狭山よ

りも都会に住んで、狭山にない

所を感じたい。狭山の方が良か

ったらもどって来ると思う。 

● 東京以外の地域なら住み続

けたい。 

● 静岡のような県。 

● 大人になって都会にでたい。 

● どこでも大丈夫。 

● 住み続けたくはない、もっと

発展させてほしい。 

● 自分勝手な人、迷惑をかけて

平気な人がいない地域。 

● 変なおばさんに悪いうわさ

を流されないようなところ。 

● 近所とのトラブルをなくす。 

● 家が近すぎてどこが自分の

家なのか分からなくなってし

まうから。 

● 友達がたくさんいる。飛行

機の音がしずか。家がたくさ

ん。学校が近い。ご近所と仲

良く。広場がある。 

● 庭が広くて、友だちが多く

て、景色がよくて、お店が近

い。 

● 生活が便利なこと。 

● 便利な所に住みたい。 

● 不自由なく暮らせる所。 

● 有名なものがあるところ

（自慢できるのがあるとこ

ろ）。 

● 障害者の方のための設備が

整っている所。静かな所。 

● もっと近くに病院などがで

きたほうが良い。 

● 病院が家から近くて安心で

きる。 

● わからない。 

● 特にないです。 
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問７ あなたは、ご近所の方など、地域の大人に対して「あいさつ」をしてい

ますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  《参考》前回調査（問 7） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「自分から「あいさつ」し、相手もしている」（59.9％）がもっとも

高く、次いで「相手から「あいさつ」されれば、自分もする」（31.5％）

となっています。 

 前回調査でも同様の回答が上位となっています。 
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（３）要援護者への支援に関すること 

 

問８ あなたが住んでいる地域には、お年寄り（おじいさんやおばあさんなど）

がいますか。あてはまるところ（全て）をお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９ あなたは、そのお年寄りと仲が良いですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ご近所に住んでいる」（38.4％）がもっとも高く、次いで「通学路

で見守ってくれている」（24.9％）、「家族や親戚にいる」（24.5％）と

なっています。 

「仲が良い、親しくしている」（35.8％）がもっとも高く、「とても

仲がよい、とても親しくしている」「仲が良い、親しくしている」を合

わせて、お年寄りと仲が良いとの回答が57.0％となっています。 
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問 10 あなたが住んでいる地域には、「障がい」がある方がいますか。あては

まるところ（全て）をお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 11 あなたは、その「障がい」がある方と仲が良いですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「特にいない」（54.1％）がもっとも高く、次いで「ご近所に住ん

でいる」（15.2％）となっています。 

「仲良くする機会がない、親しくない」（34.8％）がもっとも高く、

「とても仲がよい、とても親しくしている」「仲が良い、親しくしてい

る」を合わせて、「障がい」のある方と仲が良いとの回答が 30.8％と

なっています。 
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問 12 あなたが住んでいる地域には、乳幼児（赤ちゃんや幼稚園・保育園に通

う子）がいますか。あてはまるところ（全て）をお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 13 あなたは、その乳幼児と仲が良いですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ご近所に住んでいる」（38.5％）がもっとも高く、次いで「友だ

ちのきょうだいにいる」（28.9％）となっています。 

「とても仲がよい、とても親しくしている」（31.1％）がもっとも

高く、「とても仲がよい、とても親しくしている」「仲が良い、親しく

している」と合わせて、乳幼児と仲が良いとの回答が57.7％となって

います。 
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問 14 近所にいるおじいさんが道で困っています。あなたなら、どのように接

しますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  《参考》前回調査（問 14） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「積極的に声をかけ、手助けする」（41.5％）が最も高く、「積極的

に声をかけ、手助けする」「向こうが助けを求めてきたら、手助けする」

と合わせて、手助けをするとの回答が80.9％となっています。 

前回調査でも同様の回答が上位となっており、手助けをすると回答

した方が微増しています。 
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問 15 近所にいる「障がい」がある方が道で困っています。あなたなら、どの

ように接しますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  《参考》前回調査（問 15） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「積極的に声をかけ、手助けする」（41.6％）がもっとも高く、次

いで「積極的に声をかけ、手助けする」「向こうが助けを求めてきたら、

手助けする」と合わせて、手助けをするとの回答が75.1％となってい

ます。 

前回調査でも同様の回答が上位となっており、手助けをすると回答

した方が増加しています。 
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問 16 校内で困っている生徒がいます。あなたなら、どのように接しますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  《参考》前回調査（問 16） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「積極的に声をかけ、手助けする」（58.7％）がもっとも高く、「積

極的に声をかけ、手助けする」「向こうが助けを求めてきたら、手助け

する」と合わせて、手助けをするとの回答が89.5％となっています。 

前回調査でも同様の回答が上位となっており、手助けをすると回答

した方が微増しています。 
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問 17 あなたは、困っている時に誰に相談をしますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 18 今後、何らかの支援を必要とするお年寄り（おじいさんやおばあさん

など）、「障がい」がある方などが、一段と増えていきます。みんながい

つまでも仲良く幸せに生活していくためには、どんなことが必要ですか。

あなたの考えや気持ちを書いてください。 

主な意見 
● 交流を増やして、いざという時に助け合えるようにする。 

● 笑顔であいさつをし、顔見知りになる。 

● 近所づきあいを増やす。 

● 子どもから高齢者まで、皆が参加できる場をつくる。 

● 高齢者や障がい者のことを知る。 

● 差別をしないで思いやりをもって接する。 

● 誰かに任せっきりにしないで、少しでも協力する。 

● 接し方が分からないので、学ぶ機会があると良い。 

● 建物や道路などのバリアフリー化を進める。 

● ボランティアに参加する。 

 

 「家族」（41.5％）がもっとも高く、次いで「学校や近所の友達、

先輩・後輩」（26.9％）となっています。 
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① 地域のつながりや支え合いに関すること 
● お年よりや障がいのある人

だからって、いじめたり差別

せず仲良く助けあっていける

ようになったら良いと思って

いる。 

● 困っているときに助けあっ

たり、仲良くしてからだった

ら、積極的に助けるようにし

たい。 

● その相手に、やさしく、親

切にして、困っている人を助

ける。そして、市民全員で助

けあえる関係にしたい。 

● 積極的にあいさつ、手助け

し、相手の心を動かし仲良く

していく。それから相手の方

も同じことをしていかないと

仲良くはなれないと思う。外

へ出てお出かけでも行ってみ

たらどうだろうか。地域の防

災訓練などイベントがあった

時はなるべく行くなどすると

大人と話すことができ、おた

がい仲良くできる。ただ、大

人がひどい言葉を言うとお年

寄りは行きたくなくなるだろ

う。そうならないためには「や

さしい言葉づかいで積極的に

あいさつや手助けすると、み

んながいつまでも幸せに生活

できる」と私は思う。 

● お互いに仲よく、やさしい

気持ちをもって接することが

大切だと思います。 

● もっと交流を深めて、いざ

という時にも上手に接するこ

とが出来るようにしたらいい

と思う。お年寄りや障がい者

方を大切に接する。 

● みんなが仲よく、気もち良

くすごせるように、誰でも、

誰とでも助けあえる関係にな

り、何か困っている人がいれ

ば男女・大人・子ども関係な

く、助けてあげることがとて

も大切で今、必要だと思いま

す。 

● みんながみんなを大切にす

ることが大事だと思います。

そしたら何かあったときも、

助けてあげられると思いま

す。普段から親しみを持って

接することが、大事だと思い

ます。 

● お年寄りや障がい者など関

係がなく仲良く助けあうこと

が大切だと思います。お互い

にあいさつをし合い、地域と

の関わりを強くするべきだと

思う。 

● 障がいがあっても、なくて

もお互いに助け合い、思いや

りをもって接し仲良く幸せに

暮らしていくことが大事。 

● 障がいの方でも関係なく、

困っていたりしたら助けてあ

げることを心がけたりするこ

とが大切だと思う。 
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● 自分から友達などになりた

いと努力して、家族などに相

談できる人を増やしていって

相談してすっきりできるよう

にする。 

● 困っていたら助けてあげた

り、いつも元気な所を見せて

元気をつけてもらい、あいさ

つもしっかりしたことが大事

だと思います。 

● 人と人が相手の気持ちを考

え、どうしたらいいかを思い

やりをもって接することがで

きれば、みんなの暮らしがよ

りよくなる。 

● 困っていたら、積極的に声

をかけ、助け合い、お互い挨

拶をして、地域の方が幸せに

暮らせるようにすることが大

事だと思う。 

● 相手が困っていたら声をか

けたり、助けてあげることが

大事だと思う。また、あいさ

つをする。 

● みんなが協力し合って、困

っている人がいたら、気づい

た人が声をかけてみんなが楽

しくなれる地域を作ることが

大切だと思う。 

● 相手のことを常に思いや

り、困っている人がいたら積

極的に声をかけ、豊かで争い

のない人間関係を築く。 

● 差別することなく、笑顔で

接し助けていく。差別してい

る人がいたら注意する。 

● 人に対して常にやさしい気

持ちをもって生活する。誰か

の力になれるよう努力するこ

とが大切だと思う。 

● 仲良くしたりする！あいさ

つとか皆にちゃんとしっかり

とする。困っていたりしてい

たら、声をかけたり、聞いた

りする！！ 

● お互い積極的に声を掛け合

い、あいさつしたりしてコミ

ュニケーションをとることが

大事だと思うのと、積極的に

ボランティアに参加して地域

の人と関わっていくことが必

要。また、誰かが困っていた

ら恥ずかしがらずに声をかけ

助けることが地域の人がいつ

までも仲良く幸せに生活して

いけると思う。 

● お互いやさしく、思いやり

をもって接すことが大事度と

思う。暴言は絶対ダメ。 

● 偏見の目で見ないで、お互

いに寄り添って助けあってい

けばいいと思います。 

● 障がい者のお年寄りを見つ

けたら自分から声をかけて助

けた方がいいと思う。 

● 助け合い、思いやりが大事

だと思う。あと、声をかけら

れたら、ちゃんと返事をする。 

● 人を差別することなく仲良

く暮らせればいいと思う。 

● お互い思いやりを持つこと

が大切。 
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● 路であったら挨拶をし、親

しくなり問題が起きたら協力

できるようにする。 

● お互いにあいさつし、思い

やりを持って接することが大

事だと思う。 

● お互いあいさつしあい、困

っていたりしたら自分から積

極的に手伝う。 

● 相手を優先として、困って

いたら声をかける。そしてあ

いさつもする。 

● あいさつをする、やさしく

する。声をかける。困ってい

たら声をかけたり、助けてあ

げる。 

● 笑顔であいさつしたり、笑

顔で困っている人にたずねる

ことが大切。 

● 困っている人がいたら助け

て、手助けやあいさつを中心

に親しんでいく事が大事だと

思う。あいさつをたくさんす

る。 

● あいさつをしっかりし、困

っている人には、積極的に助

けてあげることが大切。 

● あいさつなどで接する機会

を増やして、やさしく接した

り、助けたりする。 

● あいさつし、助け合い、仲

よくしていき、接することが

必要だと思う。 

● お互いあいさつし、困って

いたら声をかけ、なるべく仲

良くしておく。 

● 積極的にあいさつや、声か

け。誰にでも相談できること

が大切だと思う。ありがとう

の気持ちをしっかり言う。 

● お互いにあいさつし、積極

的に接することが大事だと思

う。 

● 互いにあいさつして思いや

りをもつことが大事だと思

う。 

● 1 人 1 人積極的にあいさつ

をして、みんなで助け合うこ

とが大事だと思う。 

● お互いにあいさつをし合

い、時間がある時は話したり

したら親しくなれると思う。 

● 何かあれば助け合い、あい

さつも、もっと増やしたい。 

● みんなが普段からあいさつ

や、話をしたりすることが大

切だと思う。 

● お互いにあいさつし、相手

のことを知っておく。 

● 自分からあいさつし、困っ

ている人がいたら助け合いた

いと思う。 

● 元気よく挨拶などをして、

近所の方と仲良く、思いやり

をもって接していくことが大

切。 

● お互いにあいさつし、思い

やりをもって接することが大

切だと思う。 

● あいさつをしっかりして、

気軽に声をかけ、助けあって

いきたい。 
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● 挨拶やマナーを大切にし

て、思い合うことが必要だと

思う。 

● いじめなどがなく、お互い

協力し合うことが大事だと思

う。 

● いじめなどがなく、お互い

協力し合うことが大事だと思

う。 

● 積極的に声かけをする。家

族が手助けする。 

● 優しくしたり声を自分から

かけたりする。 

● 積極的に声をかけて、どん

な人でも、親しくなって顔を

知る事が大事と思う。 

● 困っている人がいたら、積

極的に話しかける。 

● 道に迷っていたら積極的に

声をかけ道を教えるようにす

る。 

● 困っていたら自分から声を

かける。 

● 困っていたら、声をかけ、

お互いに親しくする事が必要

だと思う。 

● 困っているお年寄りや障が

いがある方がいたら声をか

け、助け合いをするのが大切

だと思う。 

● 自分から話し、友だち・知

り合いになり名前をおぼえ

て、困っている時助ける。 

● 何か困っていそうだった

ら、積極的に声をかけて助け

合うことが大切。 

● たくさんあいさつして、い

ざという時に助け合えるよう

にしておくことが大切と思

う。 

● みんなと仲が良く、あいさ

つがあり、積極的に手助けが

できること。 

● お互いにあいさつし、思い

やりを持って接すること。 

● お互い声を掛け合い、助け

合う。安全に生活をする。 

● お互いがお互いを思いやれ

るようなことが必要だと思

う。 

● お互いのことを理解し、思

いやりをもって接することが

大事だと思う。 

● 思いやりを持ち、みんなで

支え合う。 

● お互いの事を考えて協力し

て生活していくことが大切で

ある。 

● 互いを思いやって行動す

る。 

● 思いやりを持ち、誰もが助

け合うことが当たり前という

気持ちを持てたら素敵だと思

う。 

● 思いやりをもって助け合う

気持ちをみんなが持てればい

いと思います。 

● みんなが一人一人を思って

生活をすればよい、便利で快

適な街を作ればよいと思う。 

● 支え合ったりすることが大

事だと思います。 
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● お互いに助け合って思いや

りをもって接することが大事

だと思う。 

● 困っている人がいたらすぐ

に助け、思いやりの多い地域

にする。 

● お互いに思いやり、協力し

合うことが大切だと思いま

す。 

● みんなと助け合い、思いや

りを持って生活することが大

事だと思う。 

● お互いに協力し、みんなで

思いやりを持って接すること

が一番大事だと思う。 

● みんなで協力していき、思

いやりを持って仲良く暮らし

ていけたらいいと思います。 

● できないことを手伝ってあ

げて思いあう。 

● みんなで助け合い、良い言

葉が飛び交うようにする。 

● みんなで助け合うことが大

事だと思う。 

● 若い人たちが助けあう。 

● お互いに助け合い、あいさ

つをしあえることが大事だと

思う。 

● お互い困っているときに

は、助けて、協力することが

大事だと思う。 

● いっぱい助け合って、きず

なを深められたらいいと思い

ます。 

● お互いに困っていたら助け

合うことが大切だと思う。 

● お互いに協力し合って困っ

ている時は助ける。 

● みんなで助け合うこと。 

● みんなで協力しあうといい

と思う。 

● みんながみんなお互いを理

解し合い助け合うことが大

切。 

● お互いに支えあうことが大

切だと思う。 

● お互い助けあったり、支え

あったりしたらいいと思う。 

● 困っている時はお互いに助

け合う。 

● みんなで助けあいながら生

活していけばいいと思う。 

● お互いに助けあうことが大

事だと思う。 

● 助け合う。仲良くする。 

● おたがい助けあい、いっぱ

い接することが大切だと思

う。 

● お互いに助けあって、交流

して、親しくなることが大切

だと思う。 

● お互いに助けあい思いやり

をもって接することが大事。

お話相手になってあげる。 

● みんなが助け合って幸せに

なれることが大事だと思う。 

● お互いに助け合いをするこ

とが大事だと思う。 

● 一人が困っていたらみんな

が助け合えることが大事。 

● みんなで助け合う地域にし

たい。 
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● 地域同士で助け合ったり、

支援できるような環境をつく

る事が大切だと思う。 

● なるべく近所のおじいさ

ん、おばあさんと仲良くなっ

ておけば、助け合いが出きる

と思います。 

● 助け合い笑顔で仲良く暮ら

す。 

● 色々な人と助け合っていっ

た方がいいと思います。 

● 思いやったり、助け合う。 

● なるべく声をかけたりす

る。 

● お年寄りの方と仲良くすれ

ば、困った時にお年寄りに相

談できると思う。 

● お互いに仲良くしていき、

関係を大切にすることが大事

だと思う。 

● 手伝いをする気持ちをもっ

た人たちが増えれば、いいと

思う。 

● みんなが手助けして仲良く

する。 

● 困っていたりしたら助けて

あげる。 

● みんなで助け合うことが大

事。 

● 助け合って生きる。災害が

起きたときとかは障がいがあ

る人とか、お年寄りの方の手

伝いをする。 

● 困っているときは、お互い

に助けあう。 

● 皆で助け合える生活。 

● 困っている人を助けて、事

故をなくすようにする。 

● 知らない人でも助けあって

いきていく。 

● お互いに相手のことを理解

し合って支え合っていくこと

が大事だと思う。 

● 積極的に助けたりして、そ

ういうのをすれば近所が良く

なる。 

● どんな人にもやさしくし

て、いけばいいと思う。 

● 相手が、安心できるように

やさしく接する。 

● 仲良く接する場所があった

らいいと思います。 

● みんなが仲良くする。 

● 助けたり、話しあったりす

る。 

● 協力し助け会えることが大

事。 

● 地域で助け合う。 

 

② あいさつに関すること 
● 積極的に声をかけ、あいさ

つをする。 

● お互いにあいさつをして、

やさしく、声をかけたりして

いく。お互いに助け合う。 

● 元気にあいさつする。積極

的に話しかける。困っている

人を見つけたら手助けする。 

● 自分からあいさつして、困

っている人がいたら助ける。 
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● あいさつなどして地域の人

と親しみをもってなにごとも

協力できることが大事だと思

う。 

● 会ったらまずあいさつす

る。 

● お年寄りがいたらあいさつ

をして、困っていることを手

伝ってあげるような生活をし

ていきたいです。 

● お互いにあいさつし、「地震

が来た」といったら助けられ

る事が大事だと思う。 

● 通学の時「いってらっしゃ

い」と言ってくれる人がいる

ので、笑顔で挨拶をしたい。

やさしい気持ちが何よりも大

切度と思う。 

● 助け合い。積極的に声をか

けるなど、会ったらあいさつ。

気軽に話す。 

● あいさつも大切！！お互い

助け合いながら生きてい

く！！ 

● あいさつがきっかけで、親

しくなることもあるので大切

だと思う。 

● あいさつや、いっしょに話

したりして親しくした方がい

いと思う。 

● いつも登校のとき立ってく

れる年寄りさんにあいさつを

する。 

● あいさつをし、顔を知って

もらえれば、もっと仲良く幸

せに暮らせる。 

● まず、身近な、あいさつを

したらいいと思う。高齢者の

方には、はっきりとした言葉

でゆっくり話してあげる。 

● 全員と仲良く幸せに生活出

来るかは分かりませんが、見

かけたらあいさつする位でい

いと思います。 

● あいさつがとても大切にな

ってくると思います。また、

周りの環境も機械的なものが

増えたりしているので、昔な

がらの自然豊かな環境が大切

だと思います。 

● 毎日のように挨拶すること

で、地域の交流が深まり助け

てほしい時に助けることがで

きると思う。 

● みんなで挨拶をして、挨拶

でいっぱいになる地域がい

い。近所人に積極的に話しか

ける 

● 挨拶をすることが日常の中

の一つにしたらいいと思う。 

● いじめをしたり、いけない

ことをしないで、お互いにあ

いさつをすることが大事だと

思う。 

● どんなときもあいさつでき

て、仲良くできたらいいと思

う。 

● 近所の人と会う度にあいさ

つをし、仲良く接することが

大事だと思う。 

● あいさつしあって、みんな

をいい気持ちにする。 
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● 知らない人でも、あいさつ

をして困っていたら助ける。 

● 障がいがある人を避けたり

しないで、あいさつをするこ

とだと思う。 

● お互いにあいさつし、誰に

でもやさしくする。 

● お互いにあいさつをして、

困ったとき助けてもらう。 

● 元気にあいさつをしてふれ

合う。 

● いつも会ったらあいさつを

する。 

● 近所の人が花に水やりをし

ている時など、あいさつをし

て仲よく話す。 

● できるだけ家や朝「おはよ

う」などの言葉をかけ、病気

になっていないか確認する。 

● みんなと仲良く、お互いに

あいさつをする。 

● あいさつをして、親しくな

る。 

● 自分からあいさつをするよ

うにする。 

 

③ 地域交流に関すること 
● お年寄りの人達にやさしく

声をかけて手助けしたり、あ

いさつやお話をしたらいいと

思う。お年寄りの人達が喜ぶ

事や交流しあえるところを作

ったら、とても良いと思う。

自然豊かな場所をお年寄りの

人達といっしょに散歩するな

ど、交流をしたい。 

● 仲よくするためには、いつ

も顔を合わせて、困ったとき

には手助けをしたりする。 

● 近所のおじいさん、おばあ

さんと親しくなること。赤ち

ゃんや子どもがと仲よくす

る。 

● お互いに思いやりをもつ、

近所の付き合いを多くするこ

とが大切だと思う。 

● 親しくし、やさしく接する

のがいいと思う。 

● 月に一度くらいに交流し、

親しくなって仲良くなり、お

互いやさしい心を持って接す

る。 

● もっとお年寄り・障がいの

人と交流する。 

● 今までより話して楽しくす

ごして、そのまんま続いてい

けばいい。 

● もっと地域の人と親しくし

たい。 

● 困っていたら助けたり、あ

いさつをいっぱいしたらいい

と思う。思いやったりをもっ

て仲良くする。 

● 地域の防災訓練をし、地域

の人の顔を知る。 

● その人たちと積極的に交流

していくと良いと思う。 

● もっと仲良くなっていろい

ろな行事に参加する。 
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● 障がいがある人でもできる

イベントを作れば楽しく生活

できると思う。 

● 一般の人と障碍者の交流を

増やしてお互い積極的に話し

合うことが良いと思う。 

● あいさつをして、交流を増

やしていくことが大切だと思

いました。 

● お互いに交流を深め、とも

に思いやりを持ち、しゃべっ

たりすることが大事。 

● 友達と仲よく明るい町にす

る。交通事故にあわない。 

● 積極的に助け合い、もっと

知らない人でも交流していけ

ばいいと思う。 

● 近所の人と親しくなるため

に、近くで開催する行事など

に積極的に参加した方がいい

と思う。 

● やさしく接して仲良くする

ことと、地域で交流すること

が大切だと思う。 

● 優しく接する。 

● 月に 1 回くらい、地域の人

達と交流会をやる。お話をし

たりする機会が増えて、少し

ずついろいろな人と親しくな

れるように。 

● お年寄りの方や障がいをも

っている方などに自分から声

をかけたり、あいさつをして

仲良くなり、近所の人などと

いっぱい交流し、助けあって

住むことが大事だと思う。 

● お年寄りとあいさつをし

て、学校や幼児などの人達と

交流をして笑顔を増やし、話

を聞いて、絆を深める。 

● もっとお年寄りなどの方と

交流をする機会を増やし、も

っと親しくしていくことが大

事だと思う。 

● 自治会でお年寄りや子供た

ちが一緒に参加できる場を作

ったり協力し合うことが大事

だと思う。 

● お年寄り、障害の方と交流

を持つ機会を増やし、お互い

に信頼関係ができていない

と、声も簡単に掛けられない

(失礼になることもある）と僕

は思う。 

● みんなが思いやりを持て

ば、悲しいことは起きないと

思う。まず、近所の人と交流

を増やし、みんなでやればい

いと思う。一人でやるのは不

安だし、できないと思う人が

多いと思うが、みんなで活動

すれば積極的になれると思

う。 

● 近所の人達から交流、あい

さつをしていき、仲良くして

いく必要があると思います。

声をかけていき一緒に何かで

きる事を考える。 

● どんな人が近所に住んでい

るのかわかるように、あいさ

つや交流をするのが大事。 

● 仲良くする。 
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● 親しくする機会を増やす。 

● あいさつを互いにするなど

親しくする機会を増やすこと

が大切だと思う。 

● 挨拶したり、地域の行事に

率先して参加する。 

● 子どもと触れ合える老人コ

ーナー的なものを作る。 

● みんなが気軽に話せる関係

になる。 

● どんな障害や差別も、仲間

割れはしないで、普通に話し

たり、遊んだりすればよいと

思う。 

● お思いやりをもってお互い

コミュニケーションをとり合

う。 

● お年寄りと仲良くし、たく

さん声をかける。 

● お年寄りや障がい者、地域

の人たちが接する機会が増え

ればいいと思う。 

● 会ったらあいさつをし、少

し、お話をしたりすることが

大切だと思います。 

● お互いに接する機会を増や

して仲良くすることが大事だ

と思う。 

● 挨拶やしゃべったりして、

少しずつ親しくなっていけば

いいと思う。 

● みんなで話をするために集

まって仲良くしたい。 

● 交流するきっかけをたくさ

ん増やす。 

● 地域の活動に参加する。 

● 差別なしに誰にでも声を掛

けられるようにする、また、

自分から挨拶し、親しい人た

ちと交流するなどして接して

いくことがこれから大事だと

思う 

● お年寄りの話を聞き、良い

ことは真似をし、悪いことは

真似をせず、よりよい狭山市

にしたい。 

● 近所との交流を増やし、親

しくなりあいさつする事が大

事だと思う。 

● あいさつをしたりして、お

互いを知っておくこと。 

● お年寄りでも障害を持って

いる人でも、交流を続けて遊

んだり、助けたりする。 

● 周りの人ともっとたくさん

関わりを持つことが必要にな

っていくと思う。 

● 地域の人たちとの関係を深

めて触れあったりする。 

● 地域の人との交流が必要と

されると思います。 

● 障害のある人の作業所でバ

ザーが開かれた時、積極的に

参加する。 

● 友だちと楽しく遊べるよう

に工夫する。 

● いろいろな人と親しくな

る。（交流する） 

● 自分から声をかけていき、

仲を深めていく。 

● あいさつをして、仲良くで

きるように話したりする。 
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④ 高齢者や障がい者への支援に関すること 
● お年寄りや障がい者の人に

長生きや幸せになってほし

い。だからわたしはお年寄り

や障がい者の人が大変そうに

したら、助けてあげる。 

● 困っている人や障がいをも

っている人には、声をかけて

助ける。あいさつや親しみも

わすれずに、接する。 

● 目の見えない人や耳の聞こ

えない人の対応の仕方をまず

広めるといいと思う。 

● 支援する人が増えると、み

んながいつまでも暮らせる。 

● 障がいのある方がきたら、

すぐに話し、お手伝いとかよ

く話したりしに行く。親切に

して、仲良くする。 

● もっともっと障がいがある

方やお年寄りなどをもっと助

けることが大事だと思いま

す。 

● お年寄りの人に、サービス

を付けたり、助け合ったりで

きるように、呼びかけをした

りと、お年寄りにやさしくす

る。 

● そういう人と、顔見知りに

なり、何かがあったら助けを

求められるような関係にす

る。 

● おじいさんやおばあさんを

助けてあげたり、話をたくさ

んして関りを多くする。 

● お年寄りでも障がいがある

方でもなるべく 1 人でできる

ことはするべきだと思う。で

きない所だけみんなで協力、

助け合えば良いと思う。支援

に力を入れすぎてしまうと、

それがあたり前になるから、

支援のやり方もよく考えた方

が良いと思う。 

● お年寄りの方なら、できる

ことをできるだけ、障がいが

ある方なら何の「障がい」か

について、手助けする内容を

変えたりする。 

● ぼくは、障がいをもってい

る人が困っていたら声をかけ

て助けたらいいと思う。 

● その人が、困るということ

がないように、ぼくたちが支

援をすればいいと思う。 

● まずどのような障害の人が

いるのか知り、相手の事を知

るのが大事だと思う。 

● 積極的におじいさん・おば

あさん・障がいがある人に話

を聞いて助けてあげる。 

● お互いにあいさつして、お

年寄りの人を、助けることが

大事だと思う。 

● あいさつをして、やさしく

接し、障がいの方がいたらす

ぐに助ける。 

● 困っていたら助けてあげ

る。あいさつをする。 
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● おじいさんやおばあさんの

生活を理解し、困っていたら

手を差し伸べることが大事。

障がいを持っている人の生活

などを体験したり、学校で行

う支援にも積極的にでて、理

解し合うことが大事。あいさ

つをしっかりすることが大

事。地域の方がかかえている

問題をきいて、それを改善し

ていきたいと思う。 

● 障がいがあるからといっ

て、人を差別せず思いやりを

持って接し、困っている様だ

ったら、積極的に話しかけ助

けてあげる。あいさつをされ

たら、いやそうにあいさつを

かえすのではなく、明るくや

さしく、あいさつをする。 

● 自分の事だけではなく、助

ける気持ちをもって生活する

ことが大事だと思う。障がい

の持った方が、道の真ん中(き

けんな所）にいたら、声をか

けてあげる。 

● お年寄り、障がい者だから

って特別あつかいをするので

はなく、ふつうの人と同じよ

うにやさしく思いやりをもっ

て接するのが大切だと思いま

す。 

● 困っている人がいたらしっ

かり声をかけて、あいさつや

いろいろしっかりしていきた

いです。自分から声をかけて

助けてあげたいです。 

● 困っていたら助けてあげた

り、お年寄りの人が重たいも

のを持っていたら、自分が持

って少しでも楽になれるよう

にしてあげたいです。それか

らお互いに、あいさつをして

親しくなれるようにしたいで

す。 

● お年寄り、障害のある方と

関わる機会を増やして、信頼

関係を築き、困っていること

などを話し合えるようになる

事が大事だと思う。 

● 向こうから助けを求めてき

たら助けて、おばあちゃんや

おじいさんなどを助けていき

たいです。 

● 困っていたら助けるし、お

互いにあいさつをするなど、

みんなと同じようにふつうに

接するのが一番大切だと思い

ます。 

● あいさつをして仲良くして

いきたいです。お年寄りの方

達に声をかけたり席をゆずっ

たりして、目の不自由な人が

近くにいたら避けてあげるこ

とが大切なことだと思いま

す。 

● 積極的にコミュニケーショ

ンをとっていければいいと思

う。障害者の為に手話を覚え

たりすれば、仲良く生活でき

ると思う。 

● 障害のある人がいたら積極

的に声をかけて助ける。 
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● 思いやりを持って接するこ

と、またその人対して何かで

きることがあれば手伝う。交

流を深めて、もう少し仲良く

なる。 

● 誰かに任せっきりではな

く、少しでも協力するという

気持ちを持つことが大切な第

一歩と思う。 

● お年寄りや障がいがある人

関係なくあいさつをしたり話

しかけたりして、もし困って

いる人がいたらスルーしない

で助けてあげることが大切だ

と思います。 

● 障がいを持っている方を区

別する人がいます。まず、そ

れはなくしたら不愉快になる

人がいないと思います。それ

から、お年寄りは年をとって

しまうのはしょうがないこと

ですし、いつかは自分たちも

お年寄りになっていくから今

助けられるお年寄りの方を助

けたいです。 

● 他の誰かがやってくれると

いう気持ちを無くし、自分か

ら積極的に手助けをすること

が大事だと思う。 

● しっかりとコミュニケーシ

ョンをとり、どんなことにも

優しく対応することが大事。 

● 毎週一日でも障がいの方と

遊んだり、例と同じく思いや

りをもって接するといいと思

う。 

● もし障がいをもっている人

が困っていたら自分たちが積

極的に助ければいいと思う。 

● 声かけられたら助ける、積

極的すぎると逆に迷惑。 

● 障がいのある方には積極的

に声をかける。 

● 障害のある方を馬鹿にしな

い。 

● 障がい者の差別、意識をな

るべく無くす。 

● 自由で元気がある僕たち子

供や若い人が積極的に動くこ

とが大切だと思う。 

● 相手が困っていたら、積極

的に手助けをする。挨拶をす

る。 

● 若い人が積極的に支援す

る。 

● 最近障害のある方をよく見

かけますので、障害者への工

夫がもう少しあるといいで

す。 

● 差別をしないで他の人と平

等に接することが大事だと思

う。 

● お年寄りや、障害者の人に

対応するのは難しいと思うが

うまく対応したい。 

● 障がいについてお互い詳し

くなり、その怖さを知っても

らう。 

● 困っているお年寄りの方

や、障がいがある方には、明

るく接するのが大切だと思

う。 
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● 困っていたら、声をかけて、

助けてあげる。あいさつも自

分からやることが大事だと思

う。 

● おじいさん、おばあさん、

障がいの人でも不便はなく、

困っていたら助けてあげる。 

● 接し方がわからないから学

校で学ぶ機会があればいいと

思う。 

● 何か困っているお年寄りの

人がいたら親切に接して、手

伝う。 

● 自分から声をかけ、困って

いることを助けてあげる。 

● 困っている時はぜったい助

けることが大切だと思う。 

● 障害のある人をすすんで助

ける。 

● みんながそういう人たちに

譲る心を持ち、元気のない人

を助けたらよい。 

● お年寄りにやさしくすると

いいと思う。 

● 相手の気持ちを考えて行動

する。 

● できるかぎり、手伝えるこ

とをする。 

● あいさつをして、どこに行

くか聞いて、行き場所につい

て行ってあげる。 

● 毎日あいさつをして荷物を

持つのを手伝う。バスや電車

で席をゆずる。 

● 年寄り、障がい、関係なく

親しくするのが大事だと思

う。 

● お年寄りの人たちと仲良く

し、信頼できる関係になるこ

とが大事だと思う。 

● 障がいのある方には無理を

させず、協力し合える事が大

事だと思う。 

● 思いやりを持ち、自分から

声をかけることを心掛けたら

いいと思う。 

● 差別などをなくしたり思い

やりをもつことが大切だと思

います。 

● あいさつなどをして思いや

りを持って接することが大事

だと思います。 

● 積極的に話しあって、やさ

しい気持ちをもって接するこ

と。 

● 障がいがある人に助けたり

して、より良い暮らしにする。 

● 手助けをする人が増えれば

いい。 

● お年寄りや障がい者が、も

し困っていたら助けて上げた

いと思います。 

 

⑤ 環境に関すること 
● 車イスの方や目・耳が不自

由な方のための設備を増や

す。 

● バスや電車のドアに外に出

ないように近づくと警報など

が鳴った方がいいと思う。 
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● 公園などをきれいにした

り、買い物をする場所を増や

す。バリアフリーをたくさん

増やす。「障がい」のある人も

住みやすい市をつくる。 

● 障がいがある方の家に手す

りや足もとの小さな段差など

をなくし小さな坂を取り付け

るなどする。家で暮らせない

方は施設でみんなストレスが

たまらないように楽しく仲良

く生活するためには、障がい

者を重く感じないで施設で暮

らしている人と仲良くしてい

れば楽しく暮らせると思いま

す。 

● 歩道を広くしたり段差をな

くす町作りをすること。 

● 車などはお年寄りを優先

し、道の段差を少なくする。 

● 事故がおこらないように安

全な道などにする。安全にな

るようにガードレールなどを

つけたりする。 

● バリアフリーなどのお年寄

りや障害のある方が安心して

使える施設を増やし、そうい

う人への心の心がけを大切に

していくこと。 

● お年寄りが便利になるよ

う、休憩する「ベンチ」など

があった方がいいし、助け合

いをしていけばいい。 

● お年寄りが快適にすごせる

ような施設をつくるといいと

思う。 

● お互いに仲良くし、年齢に

関係なく接することとお年寄

りや障がいのある方でも安心

できる環境のことが大事。 

● お年寄りや障害者の為のス

ロープや手すり、点字など、

色々なところがあるといい。 

●車いすの人のためのスロープ

とか足が悪い人のためのスロ

ープ、点字などを設置してほ

しい。手話をみんなで勉強し

てほしい。 

● バリアフリーを増やす。障

害のある人を差別したりせ

ず、優しくその人が居心地の

良いように接する。老人ホー

ムなどに気楽に行けるように

する。 

● 路に点字ブロックを作る。

不自由のない街を作る。ゴミ

などを放置しない。 

● 公共施設に手すり、エスカ

レーター、エレベーターを設

置。 

● エレベーターを増やす。 

● 年寄りがいく施設が大事だ

と思う。 

● 障害者などを助けるような

建物を増やす。 

● お年寄りや障がい者に優し

い公共施設を増やし、学校の

行事でその施設との交流をた

くさんする。 

● 困っている人がいれば、誰

でも助けてあげられる環境を

作ればよい。 
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● 駅や商業の場合のバリアフ

リー。あいさつ運動を駅など。 

● バリアフリーを増やし、高

齢者や障害者が住みやすい地

域にする。 

● 街のバリアフリー化、誰で

も気軽に利用できる街づく

り。 

● 急な坂とか階段は減らし

て、信号付きの横断歩道は増

やす。 

● バリアフリーを考える。 

● 生活しやすい環境にする。 

● お年寄りや障害者が楽に暮

らせる設備、施設を作る。 

● 障害者やお年寄りなどが生

活しやすいようにしていくこ

とが大事だと思う。 

● お店とかが近くにあった

ら、体の不自由な人などが、

生活しやすいと思います。 

● 誰もがすごしやすい道や店

があるといい。 

● お年寄りの施設を増やし、

仲よくなるために、たくさん

の交流を増やす。 

 

⑥ その他 
● いじめなどをなくす。 

● どんなことでも相談できる

ところがほしい。 

● パラリンピックを続ける。 

● 知らない人に声をかけな

い。 

● 例と同じ。 

● ボランティアに参加する。 

● ボランティアを増やす。 

● 募金活動があったら積極的

に取り組む。 

● 先ず、税金を下げてから考

えましょう。 

● わからない。 
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第２節 調査の結果【保護者編】 

（１）回答者に関する基本的な情報 

 

問 1 性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 2 年齢層 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 3 居住地区 
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問 4 現住所の居住年数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 5 職業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 6 通勤・通学先の場所 
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問 7 家族構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 8 住居形態 
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（２）家族と身の回りに関すること 

 

問 9 あなた自身、またはあなたと同居されているご家族の中に右表に掲げる方

がいますか。あてはまるところ（全て）をお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《参考》前回調査回答（問 12） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「乳幼児や小学校低学年を子育て中」（34.4％）がもっとも高くな

っています。 

子育て以外の介助・介護等が必要な同居家族がいる方が12.7％とな

っており、前回調査の7.0％から上昇しています。 
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問 10 その方の生活課題（身の回りのことや家事等）は、その方自身が解決さ

れていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《参考》前回調査回答（問 13） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「その方だけでは、解決できない生活課題がある」と回答された方

が全体の29.9％となっています。 

なお、前回調査では「その方だけでは、解決できない生活課題があ

る」「その方だけでは、解決しにくい生活課題がある」と回答された

方の合計が44.3％でしたが、今回は50.3％と微増となっています。 
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問 11 生活課題の解決に向け、どのような方法をとられていますか。 

（答え「いくつでも」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《参考》前回調査回答（問 14） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「家族に手伝ってもらっている」（68.4％）がもっとも高く、次い

で「別居の家族に手伝ってもらっている」（21.6％）となっています。 

なお、前回調査でも「家族に手伝ってもらう」がもっとも高く、家

族による支援の大きさが伺えます。 
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問 12 本来、生活課題を解決するための「望ましい姿」について、あなたの考

えに近いものはどれですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《参考》前回調査回答（問 15） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「家庭や地域住民だけで手助けできないときに、市が手助けを行う

べきだ」（53.7％）がもっとも高く、次いで「家族内でお互いに支え

合うべきだ」（15.5％）となっています。 

なお、前回調査では「家庭及び地域住民だけで手助けできないとき

に、市が手助けを行うべきだ」がもっとも高く、次いで「すべて市（公

的福祉サービス）により、解決すべきだ」となっていました。 
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（３）暮らしにおける悩みや不安に関すること 

 

問 13 暮らしの中で、あなた自身やご家庭のことで、どのような「悩み・不安」

がありますか。あてはまるところ（3 つ以内）をお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《参考》前回調査回答（問 9） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「家計・金銭的なこと」（46.0％）、がもっとも高く、次いで「子育

て・教育」（43.3％）、「健康・病気」（35.5％）、「老後・将来」（34.3％）

となっています。 

なお、前回調査でも同様の回答が上位となっていますが、「健康・病

気」の回答が微増となっています。 
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問 14 その「悩み・不安」について、誰に相談されていますか。あてはまると

ころ（３つ以内）をお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  《参考》前回調査（問 10） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「家族・親族」（76.3％）がもっとも高く、次いで「知人・友人」

（58.0％）となっています。 

前回調査でも同様の回答が上位となっていますが、「相談できる人や

相談先がない」という回答が微増しています。 
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問 15 （問 14 で「相談できる人や相談先がない」「相談したくない、自分で解

決する」と回答された方のみ）その理由は何ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「相談できる人や相談先がない」「相談したくない、自分で解決する」

と回答された方があげる理由として、「自分でギリギリまで頑張りたい

から」（25.9％）がもっとも高く、次いで「誰に相談すれば良いのか分

からない」（20.4％）、「自分や家族のことを他人に知られたくないから」

（18.5％）となっています。 
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（４）ご近所づきあいや自治会活動に関すること 

 

問 16 「ご近所づきあい」について、あなたの考えに近いものはどれですか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《参考》前回調査回答（問 16） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「万一の際は、互いに助け合えるよう心がけている」（31.0％）がも

っとも高く、次いで「日頃から大切にしている」（29.6％）、「顔や名前

ぐらいは、知っている」（27.7％）となっています。 

前回調査でも同様の上位回答となっていますが、「日頃から大切にし

ている」という回答が微減となっています。 
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問 17 ご近所とのコミュニケーションをとる機会（世間話をする機会）はどの

位の頻度でありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ほとんどない」（26.1％）がもっとも高く、次いで「月 1

～2 回程度」（20.5％）、「週に２～３回程度」（20.3％）、「週

に1回程度」（20.2％）となっています。 

 ご近所とのコミュニケーションが「週に1回」以下しかとる

機会がない方が全体の約６割強と、日常的なご近所とのコミュ

ニケーションの少なさが見えます。 
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問 18 ご近所に関して、どのような困り事がありますか（答え「いくつでも」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《参考》前回調査回答（問 17） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「住民のモラル（ごみ・騒音・違法駐車などの迷惑行為）」（18.9％）

がもっとも高く、次いで「自治会役員や民生委員などの担い手不足」

（12.4％）、「住民相互の交流不足、近隣関係の希薄」（8.6％）、「防犯・

治安」（8.3％）となっています。 

なお、前回調査でも同様の回答が上位になっています。 
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問 19 仮に、ご近所で身の回りのことや家事等に課題を抱える方がいた場合の

解決方法について、あなたの考えに近いものはどれですか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《参考》前回調査回答（問 18） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「支援をしたいが、自分のことで精一杯で、その余裕がない」

（33.1％）がもっとも高く、次いで「近所に住む者として、できる範

囲で支援したい」（26.7％）となっています。「支援をしたいが、何を

すれば良いかわからない」を含め、「支援をしたい」と考えている方が

76.9％となっています。 

前回調査でも同様の回答が上位となっていますが、「支援をしたい」

と考えている方は83.0％から減少しています。 
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問 20 自治会に加入していますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 21 自治会に加入して良かったことは何ですか（答え「いくつでも」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  《参考》前回調査（問 20） 

 

 

 

 

 

 

自治会に加入してい

ると回答された方は全

体の 84.5％となって

います。 

「良好なご近所づきあいにつながる」（40.2％）がもっとも高く、

次いで「自治会内のさまざまな情報が入手できる」（40.4％）、「災害

時、お互いに助け合うことができる」（31.3％）となっています。 

前回調査でも同様の回答が上位になっています。 
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問 22 自治会に加入しない理由は何ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治会に加入していない理由としては「その他」（24.2％）がもっ

とも高く、次いで「仕事・家族の世話などで時間がない」（21.2％）、

「自治会の役員・班長ができない」（16.2％）となっています。 
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（５）地域活動に関すること 

 

問 23 地域のつながりの必要性について、あなたの考えに近いものはどれです

か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 24 地域での住民相互の支え合いに対する考えについて、あなたの考えに近

いものはどれですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「とても必要だと思う」

（29.3％）、「まあまあ必

要だと思う」（61.2％）と、

全体の約 9 割が地域のつ

ながりの必要性を感じて

います。 

住民相互の支え合いが「あったら良い」との回答が「あいさつや声かけ」

（81.2％）、「避難の手助け」（70.1％）、「ゴミ出し」（47.6％）で多く

見受けられました。 
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問 25 あなたは現在、地域のつながりや支え合いを高めるような活動（地域活

動）をされていますか。あてはまるところ（全て）をお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  《参考》前回調査（問 21） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「PTA 活動」（24.7％）がもっとも高く、次いで「子ども会活動」

（23.1％）、「自治会活動」（19.4％）となっています。 

前回調査でも同様の回答が上位になっています。なお、「特に活動し

ていない」との回答は前回調査よりも減少しています。 
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問 26 地域活動を始めた動機（キッカケ）は何ですか。あてはまるところ（全

て）をお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  《参考》前回調査（問 22） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「自治会などから声がかかったから」（44.3％）がもっとも高く、

次いで「家族や友人に誘われたから」（24.6）となっています。 

前回調査では「活動の趣旨・目的に賛同したから」がもっとも高く

なっていました。 



- 60 - 
 

問 26 地域活動を続けている理由は何ですか。あてはまるところ（全て）をお

答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《参考》前回調査回答（問 23） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「地域の役に立つから」（40.6％）がもっとも高く、次いで「その

他」（25.3％）、「人脈を増やす（人との出会い）から」（24.6％）と

なっています。 

前回調査でも同様の回答が上位になっています。 
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問 28 今後、地域活動への参加の依頼があった場合、あなたは地域活動に参加

したいと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 29 地域活動への参加をしたいと思わない理由は何ですか。あてはまるとこ

ろ（全て）をお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「参加したいと思う」

（10.2％）、「まあ参加し

たいと思う」（36.0％）

と、参加に意欲のある回

答が全体の約 5 割弱とな

っています。 

「仕事を持っているので時間がない」（63.8％）がもっとも高

く、次いで「家事・育児に忙しくて時間がない」（51.4％）、「興

味の持てる活動が見当たらない」（17.8％）となっています。 
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問 30 あなたは、あなた自身が 60 歳を迎えた後、主にどのように過ごしたい

と考えていますか。あてはまるところ（3 つ以内）をお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  《参考》前回調査（問 11） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５９歳以下の方が考える６０歳以降の過ごし方としては、「趣味や余

暇を楽しみたい」（59.2％）がもっとも高く、次いで「収入にこだわら

ないが、働くことは継続していきたい」（39.3％）、「経済的に自立する

ために、現役同様に働きたい（29.0％）」となっています。 

前回調査でも同様の回答が上位になっています。 
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（６）大規模災害を契機とした今後の活動に関すること 

 

問 30 あなたは、東日本大震災や熊本地震などの大規模災害が発生する「前」

と「後」とを比べ、価値観や意識が最も大きく変わったことは何ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  《参考》前回調査（問 29） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「災害を始めとした危機意識」（49.5％）がもっとも高く、次いで

「大きな変化はない」（16.0％）、「自治会や近所との結びつき、地域

の絆」（13.0％）となっています。 

前回調査では、「災害を始めとした危機意識」、「大きな変化はない」、

「住まい・建物の耐震化」の順となっています。 
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問 32 「災害時に住民が支え合う地域づくり」には、何が必要だと思いますか。

あてはまるところ（３つ以内）をお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 33 「災害時に住民が支え合う地域づくり」を進める上で、あなたができる

ことは何ですか。あてはまるところ（３つ以内）をお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「日頃からのあいさつ、声かけやお付き合い」（74.6％）がもっと

も高く、次いで「防災などに関する勉強会（危険な箇所の把握など）」

（27.2％）、「地域での定期的な避難訓練」（21.6％）となっています。 

「日頃からのあいさつ、声かけやお付き合い」（82.5％）がもっと

も高く、次いで「地域での定期的な避難訓練への参加」（26.3％）、「防

災などに関する勉強会（危険な箇所の把握、災害ボランティア養成な

ど）への参加」（18.0％）となっています。 
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（７）身近に感じる地域に関すること 

 

問 34 あなたにとって身近に感じる「地域」とは、どのような範囲ととらえて

いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 35 「地域」に対する愛着がありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「小学校区」（26.9％）がもっとも高く、次いで「自治会」（22.8％）、

「隣近所」（21.4％）となっています。 

「とても愛着がある」

「ある程度愛着がある」

と回答された方が全体

の約７割弱となってい

ます。 
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問 36 あなたにとって「地域」は暮らしやすいですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 37 暮らしやすいと思う理由は何ですか。あてはまるところ（全て）をお答

えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「暮らしやすい」「ど

ちらかと言うと暮らし

やすい」と回答された

方が全体の約７割強と

なっています。 

「買い物の利便性」（52.3％）がもっとも高く、次いで「自然災害

が少ない」（41.2％）、「近隣関係が良好」（37.4％）となっています。 
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問 38 市と社会福祉協議会が策定した「狭山市地域福祉推進計画」を知ってい

ますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  《参考》前回調査（問 34）    《参考》前回調査（問 35） 

      地域福祉計画           地域福祉活動計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「知っている」「名前ぐ

らいは知っている」と回答

された方が全体の 26.1％

となっています。 

前回調査では、地域福祉

推進計画の前身である地

域福祉計画や地域福祉活

動計画についての認知度

を確認しましたが、増加し

ています。 
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問 39 あなたは、社会福祉協議会という名前や社会福祉協議会の活動を知って

いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《参考》前回調査回答（問 36） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「名前も活動も知っている」

（17.2％）、「活動は知らないが、

名前ぐらいは知っている」

（45.9％）と、社会福祉協議会

の名前は知っていると回答され

た方が全体の約６割強となって

います。 

前回調査では、社会福祉協議会

の活動を「あまりよく知らない」

という方が多かったため、まだま

だ周知が必要です。 
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問 40 あなたは、民生委員の役割や担当民生委員の氏名を知っていますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《参考》前回調査回答（問 37） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「民生委員の役割

と担当民生委員の氏

名の両方を知ってい

る」（11.1％）、「民生

委員の役割は知って

いるが、担当民生委

員の氏名は知らな

い」（37.2％）と、民

生委員の役割を知っ

ていると回答された

方は全体の 48.3％

となっています。 

前回調査から、民

生委員の役割を知っ

ていると回答された

方は増加していま

す。 
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問 41 暮らしやすい地域にするためには、地域のあり方や福祉サービスをどの

ようにしていくことが必要ですか。あてはまるところ（3 つ以内）をお答え

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《参考》前回調査回答（問 38） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ご近所づきあい、住民相互の交流」（40.5％）がもっとも高く、

次いで、「年金など社会保障の充実」（32.4％）、「地域住民の支え合い

や助け合い」（29.9％）となっています。 

前回調査では「年金など社会保障の充実」、「ご近所づきあい、住民

相互の交流」、「介護など公的福祉サービスの充実」の順となっていま

す。前回に比べ、「ご近所づきあい、住民相互の交流」や「地域住民の

支え合いや助け合い」といった回答が微増しています。 
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（８）地域福祉の推進状況に関すること 

 

問 42 市と社会福祉協議会では、平成２７年度からの地域福祉を推進していく

ための計画として「地域福祉推進計画」を策定し、地域住民・地域福祉活

動団体・市・社会福祉協議会の協働による取り組みを進めています。計画

策定前と比較して、次に掲げる取り組みについて、どの程度進んだと思い

ますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「とてもそう思う」、「そう思う」と進捗度が進んだとの回答が、「健

康づくりの場や機会が増えた」（20.5％）、「コミュニティサロンなど

の生きがいづくりの場や機会が増えた」（20.2％）、「隣近所でのあい

さつや声かけが進んだ」（19.3％）で多く見受けられました。 
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問 43 今後、地域福祉を充実させるために、市や社会福祉協議会が優先的に取

り組むべきものは何だと思いますか。あてはまるところ（３つ以内）をお

答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「小中学校等における福祉教育の充実」（47.4％）がもっとも高く、

次いで「地域における災害時の体制整備」（39.6％）、「地域福祉に関

連する人材の育成」（20.2％）、「福祉に関する総合相談など、体制の

充実」（18.3％）、「情報提供体制の充実」（18.0％）、となっています。 
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（９）福祉教育に関すること 

 

問 44 お子さんは、他人の良いところに気がついたり、困っている方を手助け

できるようになっていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 45 お年寄りなどへの配慮や接し方等について考え・実践する「福祉教育」

は必要ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 46 学校での福祉教育は適切に行われていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの態度として

「できていると思う」

「どちらかと言うとで

きていると思う」と回

答された方が全体の

67.5％となっていま

す。 

「他の教育やしつけ

と同じくらい必要だと

思う」（46.9％）がも

っとも高く、必要だと

回答された方が全体の

91.0％となっていま

す。 

「行われていると思

う」と回答された方が

全体の 45.3％となっ

ています。 
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問 47 お子さんに対する福祉教育について、効果的だと思う方法をお答えくだ

さい。あてはまるところ（3 つ以内）をお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  《参考》前回調査（問 42） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「福祉施設などでボランティア活動を行う」（46.3％）がもっとも

高く、次いで「地域のお年寄り（おじいさんやおばあさんなど）と交

流する」（41.3％）、「体が不自由な方の疑似体験（車椅子に乗る）」

（33.2％）となっています。 

前回調査でも同様の回答が上位になっています。 
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問 48 お年寄りなどへの配慮について、家庭ではお子さんに対し、どの程度教

えていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  《参考》前回調査（問 43） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「機会があれば教えている・教えるべきだ」（61.5％）がもっと

も高く、教えていると回答された方が全体の 77.6％となっていま

す。 

前回調査と比べて、「あまりできていない」という回答が減少して

います。 
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（10）自由意見 

 

問 49 家庭において、お子さんに対する「福祉教育」をどのように進めておら

れますか。あなたの考えやアイデアなどをご記入ください。 

主な意見 
● 祖父母との交流を持ち、親が自分の親に敬意を示す。 

● 親が見本となり、困っている人に声をかけたり、手助けをする。 

● 家庭での福祉教育をしようとしたことはない。 

● 家族・近所との挨拶などの普段からのコミュニケーションが大切。 

● 仕事や家族との出来事を実体験として伝える。 

● テレビや授業などで福祉について取り扱った時に話し合う。 

● 電車やバスの優先席、点字ブロックなどを眼にした時に、その意味を

子どもに考えさせる。 

● 福祉に限らず、親子での話し合いの場をつくる。 

● 電車やバスなどで席を譲ろうとしても断られるなどあり、譲ろうにも

声かけが難しくなってきている。 

● 必要性は感じるが、どう教えたら良いのか分からない。具体的な方法

が分からない。 

● 子どもがどの位、福祉を理解しているのか親としても分からない。 

● 祖父母や家族との交流を含めて、子どもは実際に体験しないと理解で

きないので、体験の場が必要。 

● 親子で一緒にボランティアに参加したいと思っても、実際には忙しく

て参加できない。 

● 子どもにとって、学校で学ぶ擬似体験は良い経験になっていると思

う。 

● 福祉施設への訪問などの場を学校でつくってほしい。 

● 不審者対策などの防犯上のこともあり、子どもたちに、困っている人

とは言え、どこまで関わるように伝えるかが難しい。 

● 福祉教育について親子で話す機会がないので、どう伝えたら良いのか

分からない。 

● あいさつや声かけをし、近所との交流をもつことが大切。 
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① 親（親族）の姿勢で示す 

● 核家族なので祖父母との交

流をなるべく持つようにした

いと思い暮しています。お年寄

りが身近にいる存在であるこ

とで、目上の人間が少しずつ老

いていくこと（目が見えづらく

なったり、足腰が弱くなった

り）を直に感じていく中で”お

じいちゃん歩くの遅くてヤダ

な”とネガティブな視点ではな

く、自然と寄り添えるような手

を差しのべられる子になって

ほしいと思います。それにはま

ず、親（自分）が自分の親を、

お年寄りを敬う姿勢を示すこ

とと思っています。障害者の方

に対しても同じように考えま

すが、実行動としては機会もな

く難しいところです。 

● お年寄りや障がいのある方

との接し方と行動でみせる。ス

ーパーなどで声をかけられた

り困っている人への接し方を

見せて自然と交流している。

幼、小、中、高、大、どの学年

も関係なく、また未婚や既婚、

年代関係なくその地域の人々

で交流をしたらよいと思う。 

● 電車で席をゆずる。困ってい

る人をみたら様子をみて声を

かける。まずは自分が行うよう

にしている。 

● 私が近所の年輩の方と会話

(立ち話）をするので、年代の

違いなく接することができる。 

● 福祉に関心を持つべきと思

ってはいても子供に特に教え

るということはできないと思

います。強いて言えば祖父母

に対する接し方や病院や公共

の場で様々なハンディを持つ

方々に対して、自分自身の配

慮の姿勢を見せることで子供

に伝わっていくことができれ

ば、と常々思っています。 

● 差別しない事を教える。自

ら手助けをしたり、お付き合

いしている背中を見せていま

す。障害者なんだから助けて

もらってあたり前、年寄りな

んだから優先であたり前、で

はなく「困っている人がいた

ら助けてやれる人が助ける」

と、うちは教えています。 

● 地域の方々へのあいさつや

お年寄りを敬う姿勢を、親が

お手本となるように心掛けて

います。 

● 親の姿を見て真似してくれ

るように、自分が困っている

人を見つけたら手助けをして

いる。 

● 障害のある事が特別と考え

ず普通に接する。人との支え

合いを大切にするため、親自

らが子どもに背中を見せる。 

● 親が見本となり困っている

人がいれば、声をかけ、必要

があれば手助けをするという

ことを心掛けている。 
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● 地域社会に貢献し、人の幸せ

のために活動する姿を見せて

いる。人は助け合って生きてい

るという事を話すよう心がけ

ている。 

● 福祉教育をしようと考えた

ことがない。けれど一緒に生活

してゆく中で点字ブロックの

ことや、白い杖を持っている人

がいたらその場で自然に伝え

てゆくようにしている。「全部

機械でやってしまえば、あのシ

ルバーの方の仕事はなくなる

よね。」と話すと子供は「じゃ

ーぁあのままのほうがいいよ

ね」と自分から言いてくれり、

親と子のコミュニケーション

を大切にして、親が自然と身を

もって教えて行かないといけ

ない問題だと思う。 

● 相手の身になって考え、行動

することなど教えています。実

際、外で何らかそういう場面に

遭遇したら親が身をもって実

践してみせることが大事だと

考えます。 

● 地域の行事などに参加し、親

が近所の方と仲良く楽しくし

ている姿を見ることによって、

子供も同じようになり将来的

に近所で助け合うことにつな

がると思う。 

● 高齢者が多い地域なので小

さいころから親が手本を見せ

るのできちんと挨拶ができて

いる。 

● 困っている人やお年寄りに

やさしくしたり手助けをする

のは、当たり前のことですが

実際に声をかけたり行動で表

すのはなかなか勇気がいるこ

とだと思います。大人も子供

もそんな人として当たり前の

ことが自然にできるように、

先ずは自分から態度や行動で

示してゆきたいと思います。 

● 数年前の大雪の際は近所で

雪かきを行い、お年寄りの家

庭の雪かきも協力して行いま

した。お年寄りの方は温かい

お茶を出してくださって、近

所のつながりを感じました。

やはり普段からのコミュニケ

ーションは何より大切な事な

ので子供たちに伝えたい。 

● 挨拶をすることや、お年寄

りが困っているときに声かけ

をする、お年寄りから話しか

けられたら聞いてあげるなど

行っている。親がきちんと挨

拶をし、近所の方と交流を持

っていれば子供も同じように

行動します。教育をするので

はなく日頃からモラルを持ち

人として当たり前の生活を送

ることが子供へ受け継がれて

いくと思う。大人が挨拶でき

ない時代です。その子供はお

のずと挨拶できないと思う。 

● 地域での活動に参加した

り、参加するところを見せた

りしている。 
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● 大人が手本となるような行

動をしなければ、子供には伝わ

らないと思う。すすんで関わろ

うという姿勢がなければ難し

いと思うので、少しずつでも

色々な場面で実践してくれれ

ばと思っています。 

● お年寄りや障害のある方へ

の接し方や配慮などは身近で

ある親が率先してやるべきだ

と思う。言葉で教えるだけでな

く、行動を見せて教える方が子

供たちも当然のこととして身

に付くと思う。 

● お年寄りや障害者との接し

方、話し方を親や家族がしてい

ることを見れば、慣れるし、ど

のようにすればよいかわかっ

てくる。小さいころから接して

いると自然に付き合えると思

う。 

● 全ては大人が出来ているか

どうか、だと思う。 

● 周りの方も高齢化が進み、

日々困っている人を助けるよ

うに伝えていますが、口で伝

えるよりも親が子に見せるよ

うに心がけています。挨拶を

繰り返し取り組んでいます。 

● 日頃から困っている人がい

たら助けることを言葉でな

く、親も実践して見せるよう

にしている。小さいころから

そういう環境にいるので自然

に身に付いていると思う。中

学校では恥ずかしいという気

持ちが出てきて、行動に移せ

なくなってきていると思うの

でこの機会に、また、話をし

たい。 

● 特に意識はしていません

が、その場その場で人として

とるべき行動を小さいころか

ら、自ら実践して見せること

を心掛けている。 

 

② 親（親族）の体験談を伝える 

● 自分の親の介護の経験があ

り、娘に介護の様子を話すこと

で、お年寄りを大切にするこ

と、困っていることなどを学ん

だと思う。常に「子供や老人、

弱い者をいじめるのは許され

ない」と口に出して教えてい

る。お年寄りと交流できる機会

があるとよいと思う。 

● 病院勤務なので病院での実

体験の話をしている。 

● NEWS や実際にお年寄り

や障害のある方に会った際、

その方がどんな事に困ってい

て、どのようなサポートを必

要としているか、どのように

声をかけるとよいか（私自身

が看護師なので）説明してあ

げる。また、実際にやって見

せる。施設などでのバザーや

イベントに一緒につれてゆ

く。 
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● 父親が介護職なので利用者

さんとの話など、日常的に話し

ています。どちらかと言うと利

用者さんの性格など明るい話

題が多いですが、仕事内容など

を話すと、びっくりしているよ

うです。一つ一つ丁寧に慎重に

様子を見ていないと危険な事

がおこってしまう事もあると

話したりすると詳しく聞きた

がります。高齢者との関わりが

少ない現在、もっと子供と大人

が集まって話せる機会をつく

った方が、ぜったい良いと思い

ます。子ども達は知りたがって

積極的に刺激すると思います。

障がい者さんも同じです。 

● 看護の仕事をしているので、

福祉について私の考えを話し

たりする機会はある。授業など

があったタイミングで意見交

換したりして福祉教育を学ば

せている。 

● 障碍者施設で働いていたの

で、障害者と健常者の違いはな

いことを子供に伝えています。 

 

● 同居はしていないが家族に

介護の必要な年寄りもいれ

ば、引きこもっている障がい

者もいます。子ども達は、い

ろいろな事を感じたり疑問に

思った事を口にしたりしま

す。その都度話し合ったり、

逆に私の思い（不満も）も聞

かせたりします。福祉教育と

してやっている事はありませ

ん。一つ思う事は、自分が何

かをしてあげる福祉ばかりで

はなく、自分が福祉を受ける

立場となった時にどうするの

か・・・など、一方ばかりで

はない教育ができればいいと

思います。 

● 福祉関係の仕事をしている

ので仕事の内容などを話して

いる。 

● 自分の祖父母が亡くなるま

での実体験を子供達に話した

りしている。 

● 実体験を話しどのように思

うか、どうしたらよいのかな

ど問いかけ意見を聞くように

している。 

 

③ 家庭での促し方を工夫する 

● 特にありませんがテレビで

見たら「この時どうする？」な

ど聞き、アドバイスもしたりそ

の人の気持ちによりそえるよ

うに声掛けをしている。 

● ニュース等で気づいた事を、

その場で話すようにしている。 

● 学校に任せっきりで特に家

庭では取り組んでいません。

会話をする中で、お互いの考

えを聞き、見守っている感じ

です。 

● 誰もが最後は障がい者にな

ることを教えています。 
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● テレビで障がい者の方の考

え方や老人の映像が流れた時

「困っていること」を伝え「ど

うしていくといいと思う」と考

えさせることをしている。障が

い者や老人が今現在、今後、何

に困っていて自分達に何がで

きるのか、何をしたら喜んでも

らえるのかを考える機会があ

ればいいと思う。 

● 家庭内ではなかなか福祉教

育を行うきっかけになる事柄

はありませんが、テレビでの番

組やニュースで、このことに関

わる題材があった時などは親

子で、どうすべきかをちょっと

したことでも話し合えるよう

に心がけています。人の気持ち

が分かる優しい子に育ててい

きたいです。 

● ２４時間テレビ「愛は地球を

救う」を観ながら病気について

話したり、大変な事を話したり

しています。 

● 自分よりも弱い立場の人に

は優しく接するように日ごろ

から話しています。ＴＶでお年

寄りの方の映像が流れると、そ

の場でそんな話題に移します。 

● テレビ等で福祉に関する話

題が出たとき、できるだけ子ど

もの疑問に答えたり、一緒に調

べて疑問を解決するようにし

ている。 

● 児童館のクラブ活動で慰問

することや「福祉教育」関 ➚ 

連のテレビ番組を見せたりし

ています。 

● テレビで福祉関連の番組を

みることがあれば、話す程度

です。 

● 東日本震災でのおもに子供

のためのボランティアを続け

ている関係で話をしたり状況

を見せたり（写真等ですが）

して話し合っています。また、

福祉についてはＴＶなど一緒

に見て考えています。 

● ニュースや公共の場に行っ

たとき等、話したりして福祉

に対し興味、関心を持たせる

ようにしている。日常生活の

中で教えることが大切だと思

っている。 

● テレビ番組や街の中で実際

にお年寄りや身体の不自由な

方を見たときに子供と一緒考

える。 

● 街中や TV で流れる場面な

どでその都度考え方や実際ど

うしたら良いのかなどの話を

しています。子供は（大人も）

自分で見たり聞いたり体験し

たことは記憶に残ったり考え

たりすると思うので、実際に

障碍者や高齢者と関わる機会

が大切です。 

● 実際に触れ合い、関われる

機会を持つ。テレビなどで障

害者や高齢者のことを見たら

関連付けて話をしている。 
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● 常日頃から教えることがな

いのですが、TVや街で見かけ

たとき子供に伝える様にして

います。偏見の目を持たないで

誰にでも手を貸せるように。 

● 学校で勉強してきたとき、テ

レビで見たとき、外出の際で体

の不自由な方を見かけたとき

など、機会があるときに子供の

意見を聞きながら話をするよ

うにしている。 

● テレビ、ラジオ、学校などで

話題になった時に話し合った

りしている。公共の場では、ど

のように声かけ、接してよい

か、親の行動を見せたり、当人

に関わらせるようにしている。 

● テレビなどで取り上げられ

ている問題について、子供たち

と意見を出し合ったりする時

間を持つことが大切と思う。コ

ミュニケーションが取れるし、

お互いの考えも共有できて良

い。 

● ニュースなどテレビで話題

になっているもの、その場でと

り上げ話し合う。 

● 福祉だけでなく、様々にニュ

ースについて子どもと話し合

いをしています。 

● ニュースやテレビを一緒に

見ていて福祉に関する話題が

出たとき感じたことを話す程

度。 

● 日頃、福祉教育に関するテレ

ビ放送があった時、進んで ➚ 

話をするようにしている。 

● 福祉教育に関して家庭であ

まり話題にあがらず意識もし

ていなかったので、今回をき

っかけに家庭でも話し合って

いく必要があると思いまし

た。テレビでも学べる部分が

あると思うので、家族で視聴

し、話し合ったりと、福祉に

関わるきっかけを作っていく

必要があると感じました。 

● 子供が興味を持ちそうな福

祉の TV 番組を一緒に見る程

度です。 

● 電車にのった時など優先座

席の意味や、お年寄りの方に

席をゆずる事を教えている。

点字ブロックの意味や、その

上に自転車など置くと困る事

を伝えている。子供には、そ

の場その場で、どうしてそう

した方がいいのかと意味も伝

えると納得しやすい。最近は

事件も恐いので、すすんでや

るようにとは強くいえない。 

● 実際に公共交通機関でお年

寄りや体の不自由な方や妊婦

さんがいた時に混雑していて

席が空いていなかったら声を

かけて席をゆずるのを親がし

て子供にみせる。後でプラス

どうして席をゆずったのかに

ついて話す。子供は目でみて

感じての方が覚えるし、意識

しなくても自然に出来るよう

に、その方がなる気がします。 
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● 特に家庭で福祉教育をして

いるというわけではありませ

んが、困っている人、助けが必

要な人には手助けするように

は伝えています。しかし、なか

なか手助けする機会がないの

が現状です。 

● ふだんの生活で特別に何か

を教えたりはしていないが、実

際にそのような体験をしたり

話を聞いたりすることがあれ

ば、その際に考えさせられたり

話をする程度。特別に教えると

何か特別なことのようになっ

てしまうので勉強やスポーツ

などと同様にふだんの生活に

取り入れるべき。 

● 子供に対しては人に迷惑を

かけないことや、やるべきこと

を先にすることを優先的に伝

えてきました。親が二人とも介

護の仕事なので、まずは声かけ

の仕方から子供におしえてあ

げていけたらいいなと思いま

した。 

● 別に計画して進めてはいな

い。日常的に生活している中で

自然と教えているつもり。ま

ず、親が福祉について知識を得

るべき。 

● 特に進めていないが公共の

場でのゆずり合う気持ちやバ

リアフリーなどの説明はして

いる。 

● 公共の場、もしくは電車バス

等に乗車した際お年寄りや ➚ 

身体の不自由な方に席をゆず

る等の話は小さい頃から話し

ています。 

● 困っているお年寄りがいた

ら手を差しのべたり電車でお

年寄りや体の不自由な方に席

をゆずったり、あたりまえの

事を出来るよう、日頃から話

し合って教育している。 

● 駅のホームにある点字ブロ

ック、エレベーター内の低い

位置にあるボタンの必要性な

どを出掛けた時などに教えて

います。身近にあるものから

教えて行くのがいいと思いま

す。 

● 電車に乗った時や、エレベ

ーターを利用するときに、注

意書きを一緒に見たり、お年

寄りや体の不自由な人に、ど

のように対応したらよいかを

話すようにしている。 

● 特に教育はしていない。周

りに障がいのある方やお年寄

りも多く、周りを見て学んで

いる。学校でもたくさんの活

動をしているのを感じてい

る。ただ、人にやさしく心に

ゆとりを持って生きろと伝え

ている。 

● おじいちゃん、おばあちゃ

ん、体の不自由な方には優し

く、困っている姿を見た時は

手を貸してあげられるような

人になりなさいと教えていま

す。 



- 84 - 
 

● 電車やバス利用時のお年寄

りや妊婦さんへ席を譲ること、

地域の方とのあいさつを交わ

すことを大切にすることを常

に言い聞かせています。 

● 電車での優先席利用につい

てはよく話す。子どもに対して

は身近で具体的な体験を通し

て教育することで、自ら考え行

動できるようになるのではな

いか。 

● 電車に乗って出かけ（いろい

ろな人が社会で共同で暮らし

ているのが分かるから）そこ

で、色々な場面に遭遇した時に

自分ならどうするかを聞いて

みる。 

● 少し前まで、曾祖母と同居だ

ったので、お年寄りがどういう

人、状況なのか理解していると

思うし、電車などに乗車した際

にも席を譲るなどのマナーに

ついて話しをしている。ただ、

一般的にいう「福祉を必要とす

る方」の方にも意識や態度の変

化がみられ、断られることもち

らほら見受けられるので、声か

けが難しくなっているように

思う。 

● 街内で障害のある方と高齢

者を見かけた時に、どういった

所が不自由なのかを子供と一

緒に考えるようにしている。そ

の上で、その方たちから助けを

求められた際にどう対応する

かを一緒に考えるように ➚ 

しています。 

● 電車等でお年寄りに席を譲

るなど、その時々で対応して

いる。 

● 電車ではお年寄りや体の不

自由な方に席をゆずれる様に

話しています。 

● 助けが必要な人がいた時に

は年齢に関係なく声をかけて

あげられるように教えていき

たい。 

● とにかくあいさつから始ま

り、関わり、コミュニケーシ

ョンの中から感じ取り理解で

きる様、障害について障害と

はどんなものなのかを考え受

け入れてほしい。 

● 身近な事でその様な（体の

不自由な人）方と出会ったら、

きちんと説明をして、どう手

伝ってあげれば良いのか説明

をする。同級生にいても、い

じめたり差別はしてはいけな

い、その変わり手伝ったりあ

そんだりしてあげる様、話し

ている。 

● 家では特に福祉教育はして

おりませんが、祖父・祖母と

同居しているため、困ってい

たらお手伝い、声かけをする

様に普段から話をしていま

す。 

● 近所で困っている方に対し

てどうするか、祖父母の病気

に対してどう配慮すべきかを

話する。 
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● 出かけた時に見かけたりし

た場合「助け合うんだよ」と言

っている。 

● 同じ学校内、地域にいる障害

のある方への考え方を子供に

は同じだと教えている。生活を

し幸せになりたいと思ってい

るのは誰でも同じ。困っている

人がいたら助けなさい。いつか

自分が困った時に助けてもら

うとうれしいと思うように。 

● 白い杖の人が赤信号で渡ろ

うとしていたので、「危ない」

と声を出した。びっくりしてそ

の人は立ち止まりました。話を

したらひとつ前の信号を勘違

いしていたようでした。白い杖

の人は目が見えないことを説

明し、困った人を見かけたら助

けてあげると良いと教えまし

た。 

● 学校や家庭、買い物など毎日

いろんな人を見て接する中で

良いこともそうでないことも

たくさん話しながら、私も子供

も学び合っています。その中

で、今の自分が出来ることを話

したり、行動したり、沢山ほめ

たり、沢山の経験から学び芽生

える、思いやりだと思います。 

● シニア世代が多い地域なの

で、普段から関わっていたり、

見守り活動を通じて、子ども自

らが感じていると思う。時々煩

わしく感じているような話も

聞くが、その時にはシニア ➚ 

世代のありがたさを伝えてい

る。 

● 子どもが小学生の頃（5 年

生まで）は祖母と同居してい

ました。産まれた時からずっ

と支えられ、見守られ育って

きたことを時々話すようにし

ています。今後は孫から祖母

へ支える気持ちを持つよう

に。同じように今まで地域の

お年寄りに見守られて生活し

てきたのだから、自分の祖母

と同じ気持ちを持って周りの

お年寄りに接する事が出来る

といいね、と伝えています。

身体の不自由な方への接し方

は、自分より背の低い人が高

い所に手が届かない時は代わ

りに取ってあげるのと同じよ

うに、ちょっとした事（難し

い事を無理にするのではな

く）にそっと手を差し伸べる

だけでもやって行こうと伝え

ています。 

● 学びの機会になるような場

所には子供もつれていくよう

している。自分の体験を話す

時には「あなたならどうする」

と考えさせるようにしてい

る。 

● 高齢者や障害者との関わり

の中で、子どもからの話を聞

いた際、なぜ手助けが必要な

のか、なぜ自分との違いがあ

るのか説明し、できることを

行動に移している。 
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● 困っているお年寄りや障害

を持った方を見かけたら、進ん

で助けるようにと日頃から話

をしているが具体的にどうし

たらよいか伝えていない。 

● 家族に年寄りも障害がある

ものもいるので、その時々に手

助けが必要な事を話している

が、子供の友達やその親には身

近にお年寄りや障害者の入り

人が少ないので理解していた

だけない時があり残念に思い

ます。 

● 子どもには祖父母と一緒に

過ごす時間を持つようにして

いる。高齢になると、入院した

り介護が必要だったり、状況が

変わってくる中で、その都度話

すよう強いている。また、近所

の方々とのコミュニケーショ

ンをとるようにしている。 

● 日頃から近所の人たちと接

点を多く持ち、様々な状況があ

る事を学ばせている。協力する

事、優しくすることを普段から

心がけている。 

● 挨拶をきちんとするよう話

をしている。車いすや杖を使っ

ている方を見たり、道ですれ違

う時は見守るか、ゆっくり進む

など気配りをするように話し

ている。地域にどのような人々

が住んでいて、どのような事に

困っているか、地域の高齢者を

知り交流できる機会が今後必

要と思う。 

● 障害のある方や年寄りの方

が困っていたらどうするの

か、家庭内で話し合ったり、

公園でお年寄りと話をしてい

ると子供はうれしそうなので

抵抗はないようです。障害者

に対してどうするのか難しい

と思っているので話し合いを

している。 

● 何か困っている人を見かけ

たら声をかけるようにと話を

しています。近所に結構お年

寄りが、いますので…。 

● 子どもには挨拶が大事であ

ると教えている。顔見知りに

なっていると何かの時助けて

もらえると思うから。高齢の

親族がいるので、お年寄りと

の接し方、触れ合いを自然に

学んでいると思う。 

● 困っている人を見かけた

ら、声をかけてあげる様に話

しています。ご近所の人への

あいさつはもちろん、お礼の

言葉など。 

● 障害者、高齢者、そういっ

たことは全く関係ないので

は、健常者でも困っている方

への手助けは「お手伝いしま

しょうか」の一言から始める

よう話をしている。助けてほ

しい人を助けるべきで、身勝

手な思い込みで逆に相手の方

の心を傷付けてしまう事のな

いように。 
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● 私の父は交通事故により、足

と目に障害が残ってしまいま

した。外見普通の方と変わりは

なく見えますが、子供達には外

見が変わりない人でも、もしか

したら不自由だったりするか

もしれないので、手助けや行

動、発言には気をつける様にと

伝えていますが、実際身内以外

の方とのふれ合いはなかなか

ないため、本人達がどの位福祉

に関して理解しているのか、親

としても分からない現実です。 

● 私の家庭では障害のある子

供も、特養に入所している年老

いた母もおりますので、子ども

達には小さいころから様々な

事を伝え教えてきたが、子ども

達から小学校、中学校での生徒

たちの考え、言動、行動を聞い

て心の痛む思いをしている。

様々な「個」「個性」を尊重で

きる国にするには子供たちへ

の教育が不可欠と思うが、道の

りは長く険しい。 

● 別居している親の介護につ

いて、困ったことや不安などを

正直に相談して、一緒に解決で

きる方法を考えてもらってい

る。また、その結果を話し、更

に考えを深めたり、上手く出来

たときに喜んだりしている。 

● 困っているお年寄りへの親

切さや、体の不自由な方や、目

の不自由な方への優しい心で

助けることを教えている。 

● 人は一人一人みんな違うと

いう事、思いやり、助け合う、

協力する、我慢をする、傷つ

けない事、周り(先生や友達）

を困らせないという事を小さ

いころから教えています。こ

れが福祉教育につながると思

う。 

● 生活の中で気づいたとき、

その場で説明し理解させるの

が効果的と思う。一方的に講

義しても子ども達には響かな

いように思う。 

● 福祉教育という「教育」の

型にはめていません。生活の

中で自然と身についていった

り、お年寄りや、こまった人

がいた時に一緒に考えたり、

意見を聞いたり話をしたりし

ているので、こんな時こうす

る…と自分なりの考えた行動

が人のために役立っていると

いう自然な行動としてできて

いると思います。 

● 困っている人を自分に置き

換えて、どうして欲しいかを

考えて行動するように話して

いる。困っていても自分で解

決したいのか、本当に助けを

必要としているのかをよく考

えるように話をしている。 

● 小さい時からヘレンケラー

などの本を読んだり、外出時

に出会った障害を持った方等

との会話や行動を自然に教え

てきた。 
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● 学校で点字を習った時、興味

を持っていたので街で一緒に

さがしたり、点字ブロックの場

所なども確認したりしました。 

● 見返りを求めることはして

はいけない、手伝ってあげたの

にと思うのではなく、自然と手

伝う気持ちを持つように話を

している。 

● 限定的ではないですが、困っ

ている人がいたら声をかけよ

うねと話しています。 

● 特には教えていませんが、誰

にでもやさしく接せるように

は教えています。 

● 毎日普通の生活を送れるこ

とが何よりの幸せだと云う話

をしながら、なるべく悩みを作

らないようにしています。 

● 思いやりの心をもち、助け合

うこと、様々な人と共に生きる

ことの大切さを家庭でも話す

ようにしています。 

● 障がい者だからといって特

別ではないと教えています。み

んな同じ人間という事です。 

● 自分の知る範囲内で、障害の

ある方、高齢な方への接し方を

教えています。 

● 体に不自由がある人が特別

なのではなく、困っている人、

手助けを必要としている人が

いたら、力を貸していけるよう

話をすると共に、自分も助けて

もらう状況があるかもしれな

いし、誰もが歳を重ねるの ➚ 

でお年寄りを大切にするよう

話している。 

● 困っている人を見た時に、

こうしてあげるといいよと教

えてあげるようにしていま

す。 

● 福祉に限らず常に相手の気

持ちを考えられるように話を

している。 

● 困った人には手を貸すとい

う事しか伝えていない。 

● 目で見て困っているとわか

れば手を貸してあげる、まだ

その程度。 

● 身近な人との関わりの中で

その都度教えられる事を話し

ていく。 

● 色々な人と関わる中で、常

に相手の気持ちに立って行動

するように、話しあっている。 

● 目の不自由な方や、体の不

自由な方が困っていたら声を

かけ手助けするなどを教えて

いる。 

● 自分さえよければいいとい

う言動はしない、大事にして

ほしかったら、先ず相手を大

事にする、相手の言うことを

素直に聞いて受け止めるこ

と、などを普段からしつけて

いる。 

● 実際に見かけたときなど

に、聞いたことの話や自分の

知っていることを話したりし

ている。 

 



- 89 - 
 

● 買い物に行ったとき困って

いる人がいた場合子供に「どう

したらいいと思う」等質問をし

て答えが良ければ「そうだね」

わからなかった場合は、一緒に

考えて答えを出したりしてい

ます。 

● 障害ある人でも自分の判断

で手助けをするのではなく、ど

のように手助けして欲しいの

か、今手助けして欲しいことが

あるのかを聞いてから行動す

るように伝えている。 

● 色々な人と触れてみ、色々な

人が生きていて大変な事があ

っても、自分だけが苦しいじゃ

なく、いろいろな人もいろいろ

な思いをしているんだという

事を伝えている。 

● お年寄りや体の不自由な方

への思いやりの心、助け合いや

協力できる心が育てられるよ

うに話し合っている。 

● 身内に重度身障者がいるの

で幼いころから接するように

していた。学校やテレビで福祉

の話題が出ると、彼と比較しな

がら家族や身内が日頃どのよ

うに過ごしているか話すよう

にしている。 

● 弱者に対して親切にするよ

う、目の上の人に対しての挨拶

は徹底しています。そこから弱

者に対しての接し方が育まれ

るような気がする。 

● 相手の立場にたって、考え

ることや、思いやりをもって

接することを教えている。 

● 特に教育はしていないが、

子どもが福祉について聞いて

きたら答えている。 

● 高齢者はできなくなってい

くことが多くなるが知識はた

くさん持っている。また障害

者は自分より劣っているので

なく個性の一つと教えている

が、理解するのは難しいよう

だ。 

● 子どもは今の自分の体のこ

としかわからないので、歳を

とるといろいろな事が出来な

くなることや、疲れやすくな

ってしまうことなど、若い時

と違う事を教えました。そう

すれば、どうしてお年寄りに

特別な対応が必要かが分かり

やすいと思う。 

● 特別なことは行っていない

が機会がある度に話をしてい

る。 

● いじめの番組とかがあった

時には、いじめる側の人間を

あいつらはクズだなとののし

る位で、教育を進めるところ

まではいっていません。 

● 相手の立場になって、困っ

て時には何をしてほしいのか

を考えられる様心がける事。 
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④ 学習・体験の場をつくる 

● 障害のある人の事を全く知

らない、身近にいない人もいる

と思うので、いろんな障害の事

を知る事が大事だと思います。

福祉の仕事につく人以外の人

も知識が入るようにすればい

いと思います。読みやすい工夫

は必要だと思います。 

● 障碍者に何時なってもおか

しくないと思っているので、１

度は子供の時に疑似体験をし

ておくと、障碍者の人達のこと

が少しでも理解できるのでは

ないかと思う。理解や思いやり

があってこその福祉教育。幼い

ころからの教育が必要だと思

う。 

● 家庭において福祉教育につ

いて話し合ったことはありま

せん。今後いろいろな機会に疑

似体験等を経験させ、親子でよ

く考える場を作っていきたい。 

● 子どもには耳で聞いて進め

るより、体を使って体験を通し

て進める方が良いと思う。医療

や福祉施設へ行き学ぶことが

出来たらと思う。 

● 身体障碍者がいるため日頃

より介護に対する心がけ、介護

の補助をすることで障害者へ

の配慮は学べていると思うが、

高齢者への気遣いも家庭外で

学べるホームへの訪問等でふ

れあい教育も必要ではないか

と思う。 

● テレビで手話ニュースを見

たり、図書館で手話の本を借

りてきて、指文字で自分の名

前を練習している。将来手話

通訳の仕事ができるとよいと

思う。歌を歌いながらの手話

を学ぶ場があるといいと思う

が。 

● 介護の仕事をしているの

で、ホームの行事などに参加

させたりしているが、老人は

思っているより、きれいで優

しいものではありません。暴

力的で不潔な人も多いです。

上の子は苦手なので遠くで見

ているが下の子は平気で交流

している。全員に同じ教育を

しても意味がないと思う。大

丈夫な子の福祉に対する行動

力を増やす教育、苦手な子に

も理解でき、できる範囲の福

祉でよいと思う。無理に交流

させることはないと思いま

す。 

● 自分の経験などからの話な

ども含めいろいろな時間にお

いて進めていますが、実際に

目で見て体験しないと子供は

なかなかできません！大人で

すら見て見ぬふりをしている

人がたくさんいます。 

● 買い物した後の荷物持ちを

させたり（とくに米とか）し

ています。でも、自分から（子

供から）率先してやります。 
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● 困っている方が近くにいて

自分に出来る事を考えて手助

けしてみようと伝えています。

離れに寝たきりの曾祖母が住

んでいるので介護をしている

祖母の手伝いをしたり、手をに

ぎってあげたり鼻をふいてあ

げたりと、何が今必要なのか考

えて行動していけるようにな

ってほしいです。ホワイトボー

ドを使ってやり取りすると、お

互い楽しく笑顔で過ごしてい

ることが多いように思います。 

● 近くに住む曾祖母にあわせ

ている。足が悪いのでおばあち

ゃんが歩く所にあぶない物は

ないか等、気にするようになっ

た。 

● なかなか近所や知らない方

との交流は難しいですが、祖父

母との交流を常にしていれば、

その先へ進みやすいのではな

いか。 

● 家族以外の人と接する場に

参加したり、体験する場所があ

れば、積極的に足を運びたいと

思っています。 

● 自治会で行われている敬老

会やサロンに参加して、お年寄

りのお話を聞いたり交流を深

める。 

● 実際に目にし、体験するのが

一番効果的だと思う。講話や疑

似体験をすることで子供も身

近に感じ、考えることができ

る。 

● まずは、自分のおじいちゃ

んおばあちゃんの助けになっ

てくれればいいと思っていま

す。それから地域に住んでい

るお年よりや体の不自由な方

の助けになればいいと思いま

す。 

● 祖父母と、一緒に暮らして

いないので、出来るかぎりで、

なるべく、祖父母達と、ふれ

合うようにしたいです。 

● 我が家には認知症により施

設に入ったおばがおりますの

で、おばを通して子どもには

教えました。そのような対象

の家族や親族を通して学ぶ

と、より一層子どもも感じ取

れるようです。 

● 私の子供は、父方曾祖父母、

祖父母、母方祖父母がおり、

年寄りと接することが多い。

団地も祖父母世代が多いが、

お互いに声を掛け合い、仲よ

くしてもらっています。 

● まずは自分の家族との中で

感じたり経験することが第１

歩となって大切だと思うので

曾祖父母から赤ちゃんまで、

親族との関わりを密にする。 

● 活動的で、美しく素敵な祖

母が、現在車いすでの生活を

している。人間は生きている

以上このように変わることが

あるという事を子供は感じて

いると思う。 
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● 障害者との交流は普段の生

活では難しいので、祖父母との

交流を多くして、弱い立場の身

になり、物事を考えたり、お手

伝いができるようにしていま

す。 

● 高齢者との関わりが少ない

ので、先ず自分の祖父母との関

わる機会を持ち、身近に感じる

ことが良いのではないかと考

えます。そのような積み重ねで

目上の人の話を聞くとか困っ

ている人を助けるとか自然に

出来るようになっていくと思

う。 

● 家庭の中に知的発達障害の

兄弟がいる事もあり、ずっと接

しているので、余り特別な事と

は捉えてはいないと思います。

あとは、テレビなどの映像を見

た時に、家族で話したり、色々

な人がいて、色々な病気や障

害、認知症など、子供が疑問に

思って発してきた時に答える

様にしています。 

● 祖父母と行動を共にする。声

かけをするようにする。 

● 近所の方とあいさつをして

日頃から親しくしていただい

ています。また、祖父母に手紙

を書かせたりしてお年寄りへ

の気遣いや思いやりを持つよ

うに考えさせている。合唱団に

入っているので福祉施設を訪

問したりしてお年寄りとの交

流を図っている。 

● 脳梗塞で倒れた祖父の介護

で、食事を食べる時手伝った

リ、リハビリを応援したりと、

実際に体験して学んだことが

ある。 

● 現在、寝たきりで入院して

いる祖父がいます。定期的に

お見舞いに連れていくことで

病院内の人達のふれあいのみ

です。近所のお年寄りとの接

点がないので祖父母との触れ

合いを多くして老いることを

肌で感じてもらうのみです。 

● 祖父母と暮らしており、近

くには「ひいおばあちゃん」

も住んでいるので、普通の核

家族よりは年寄りと接する時

間が多いので自然と身に付い

ている。教育するよりか、自

分自身で気づき行動すること

が重要と考える。 

● 身近に、祖父、祖母がいる

ので、毎日、自然に、学んで

いる。 

● 自分自身が健康であること

に感謝し、弱者に対し思いや

りを持って見守り、必要であ

れば援助を行う事。何より、

実際に車椅子で歩道を歩いて

みたり、目の不自由な方や老

人の疑似体験を行う事は良い

経験で、地域等、整備を行う

上で細かい気配りや配慮が出

来、やさしく住み良い地域に

なるのではないかと思いま

す。 
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● 出掛けた時など、車いす用の

スロープや点字ブロック等見

掛けた時に、その大切さや必要

性を教えている。ただ話を聞い

ただけでは障碍者の方の苦労

が伝わりにくいので実際に目

が見えなかったり、足が使えな

いなど体験が出来る機会があ

れば、もっといいのかなと思い

ます。 

● ３才頃から養護施設や障害

者とふれ合う場所へ出向いて

いた・学校の文化祭やイベント

等。授産品を購入したり、点字

を体験したり、今まで障害者に

対して少しも抵抗感なく自然

に接してきている。 

● 私自身が、老人施設へ音楽療

法に行っているので、学校が休

みの時は一緒に連れて行った

り、私が手話を学んでいるので

それを教えたり、交流の場に連

れて行ったりしています。 

● 祖父母がおりますので、月に

１・２回は会い、車いすを押し

たり、介護用ベッドを操作した

りしているので身近のことと

して感じていると思う。１・２

回の福祉体験をしてもなかな

か身近に感じることはできな

いと思うので、デイサービスへ

行ったりして一緒に遊ぶ等の

触れ合いが大事だと思う。 

● 障害者施設などの見学や体

験をし、多くの障害者やお年寄

りがいることを教えている。 

● キチンと教えているつもり

だったのですが子供がほとん

ど理解できておらず無念で

す。やはり幼少より自然と身

近に感じられる様、幼、小、

中、高との隣に老人ホームが

理想ですが、コストが大なの

で交流を義務化（第２土など

に学ぶ）させるのが一番では

ないでしょうか。核家族化で

交流が全くないのは問題だと

思います！ホームのご老人も

刺激が不足しているのがボラ

ンティア時に分かりました。 

● まずは日常の中で大人が先

頭になって福祉活動をできな

ければ「福祉教育」は時間の

ムダです。親と一緒に経験と

体験ができる環境を作るべき

です。 

● 登校時に防犯パトロールを

して下さっている、地域の年

配の方とのあいさつ、言葉を

交わす、出来る限り、祖父母

の家へ遊びに又は泊りに行

き、お手伝い等を通じ学ぶ。 

● 机上で教えても、体験がな

ければなかなか入ってゆかな

いタイプの子であるため、機

会があれば、障害がある方た

ちと交流の場に連れ出したい

が、親自身が忙しくて実施で

きない。 

● 地域での障害施設での、お

祭りなどに出かける。 
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● 別生活をしている祖父母と

の交流を大切考えて、旅行をし

たり、食事をしたりすること

で、自然にふれ合い、お互い助

け合うことができていると思

う。子供にとって昔の知恵や工

夫を知ることは、興味深いこと

ですし、大切だと思う。 

● 兄弟が多いのでお互い協力

して生活していくように話し

ている。上の子は下の子の面倒

を見る機会が多くある。祖父母

はまだ介護の必要はありませ

んが必要となった時には、全員

で協力しいろいろな事を学ん

でほしい。 

● 近所に障害がある方が住ん

でいて、交流するよう心がけて

いる。自然と関心が行くよう

で、夏休みの自由研究で自ら障

害について調べていた。小さい

ころから身近に障害がある子

と一緒に遊び、環境にいること

が自然と当たり前のように受

け入れられていたので、幼児期

に障害のある方と関わる機会

を増やすことが大切だと思う。

大阪の大空学校は素晴らしい

と思いますので、ドキュメント

映画などを上映して、教科書だ

けでなく、目で見、触れて、関

わり合えるとよいと思う。 

● 障害者施設や老人ホームへ

行ってコミュニケーションを

図ったり体験をしたりすると

よい。 

● 介護状態の高齢者が施設で

生活していることもあり、毎

週身の回りの世話などに行く

ので現場を見たり手伝うこと

によって、どんなことが必要

でどれだけ大変な苦労がある

かを実感する機会がありま

す。介護される側の人がどん

な気持ちかを想像し笑顔につ

ながるとその喜びはかけがえ

のない宝物に変わります。 

● 祖父母が養育に関わってい

ることから、高齢者への気遣

いや優しさ、思いやりという

ものの大切さを教えると共に

高齢者の身体機能の低下によ

り子供との動作のペースが違

う事を生活の中で学んでほし

いと思い日々接している。家

族だけに限らず、そういった

ことを気に掛けることで高齢

者を敬う気持ちや傾聴する精

神が養えればと思う。 

● ３世代同居することで自然

に身に付くと思っている。生

活するうえで、良いことも悪

いことも感じていれば他の方

が不自由を感じている気持ち

を少しは判ってくれると思

う。 

● 子ども達はお年寄りとの交

流を大切にしている。自分の

祖父母のように感じ、困って

いるとき、助ける行動をとる

ことができている。 
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● 福祉教育は実際子ども達が

どんな形であれ、実際関わらな

いと理解できないと思います。 

● 身近に感じることが大切で、

身内に足の悪い方がいるので、

子どもには実際に体験しても

らっている。階段の上り下りな

どの補助一つにしても自分で

やってみなくては判らない。 

● 年配の方、障害をお持ちの方

と接することがほとんどない

ので、そのような場での交流が

あるとよいと思う。 

● 地域での活動に参加、近所の

方への挨拶、近所に住んでいる

高齢者の話をする、障害のある

方を見かけたら話をする、地域

の方とバーべキューやボーリ

ング大会などの交流をする。 

● 職場が老健なので、たまにボ

ランティアに行かせている。い

ろんな障害がある人とふれあ

うし、どのような手助けが必要

か考えるようになった。たくさ

んの人とふれあう場が沢山も

てると良いと思う。 

● 福祉活動やボランティア活

動を通していろいろな事を学

びますのでそのような機会に

は進んで参加するようにした

いと思う。子供たちには障害の

ある方や高齢の方にやさしく

接する人になってほしい。 

● ボランティア活動等に、一緒

に参加してみたい気持ちはあ

るが実行できていない。 

● 海外では積極的にボランテ

ィア活動を低学年から行って

いる。日本もそれが当たり前

のことに感じられるよう活動

を取り入れるべきと感じる。

それが障害者差別の意識改革

や地域活動、お互いに助け合

う精神につながると思う。 

● 夏休みに、地域の老人ホー

ムへボランティアをしに行っ

ている。実際にお年寄りと関

わらないと気付くことのでき

ない体験をして自ら学んでほ

しいと思う。 

● ＴＶを観ていて目にした時

や気づいた時などに話しをす

るなどしか教育していません

が、必要なので親子でボラン

ティアなど機会があれば、と

思います。 

● 今行っている習い事でのボ

ランティア参加に協力し、介

護施設や養護施設、障害施設

で活動を通し、その方の楽し

んでもらえるように親子で行

っています。 

● 核家族が進み高齢者と接す

る機会が少なくなってしまっ

たので、授業や地域のボラン

ティア活動の一環として、施

設への体験訪問などを行うの

も関心を持つ機会になると思

う。 

● 福祉協議会が行うボランテ

ィア活動に参加した。 
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● 今は特に何もやっていない

が、以前、私が手話を少々やっ

てサークルに入っていたので、

一緒にボランティアをやって

みたい。 

● 福祉教育として、介護施設な

どボランティアでもっと積極

的にいかせるべき。お年寄 ➚ 

りと一緒に暮らしていないと

分からないことがたくさんあ

ると思う。 

● 今は学校での福祉教育に頼

りきりになっているので、家

でも教えていきたいと思いま

す。ボランティアがあれば参

加させたいと思います。 

 

⑤ 学校への要望等 

● 家庭では進めていません。お

任せする訳ではありませんが

学校の中で友達と学べたら身

に付くのではないかと思いま

す。家庭ではなかなか難しいと

思うので、授業の中で取り組ん

でもらえたら、子どもたちも自

然と入ってくるし入り易いと

思います。クラブに福祉に触れ

られる活動が出来たらいいと

思います。（そういうクラブを

作る） 

● あまり、そういった機会がな

いのですが親族に障害者がい

るので思うのですが、子供達が

老人施設に行く機会をたくさ

ん作り、障害の方には生きがい

が生まれ、子供達にとっては福

祉に関心が持ててお互いに良

い結果に進むと思います。（も

っと学校の教科に入れても良

い位に大切な事だと思いま

す。） 

● 学校では、車いす、バリアフ

リー、点字などの体験を行って

いるので、継続して欲しい。 

● 高齢者などが困っている時

は声をかけてみるなど、行動

できるような気持で生活する

ように声かけしています。子

どもたちも、身近にお年より

の方がいないと分からないと

思いますので、授業などでも、

地域のお年よりとふれ合える

と考えも変わり、良いと思い

ました。 

● 以前子供が手話を習いたい

といったので、狭山市でどこ

か習えるところがないかと調

べたが、子どもが学校へ行っ

ている時間の大人向けのもの

しか見つからなかった。テレ

ビでやっている手話講座を録

画したが基礎からではなかっ

たため難しく、いつか見なく

なった。学校で福祉の授業が

あったら興味が出る子供が増

えるのではないかと思う。 

● 学校と老人ホーム等の施設

を学校内に設け、日頃から高

齢者と接していくようになれ

ばよいと思う。 
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● 核家族であるため、高齢者や

障害者、幼児までのふれあいは

できなくなっている。最初は学

校で交わりがあり、いろんな人

がいることが分かることが大

事と思う。地域の福祉施設など

に気軽に訪問できるようこと

が大事かなと思う。 

● 核家族の中で、お年寄りと触

れ合う機会がない子供にとっ

て「福祉」と言っても実感をも

って家庭で教えていくのは難

しい。学校の社会の勉強で具体

例を挙げて社会の仕組みを実

感できる方法はないのかと思

う。 

● 家庭では福祉教育はあまり

話す機会はない。祖父、祖母と

離れて生活しているため年配

の方と接する機会が先ずない

少ないこと。これは私が子供の

ころ一緒に生活した経験から

残念な事と思います。時には

「うるさい」と思う事もあった

が貴重な経験だったと思う。学

校で施設などのボランティア

を計画していただければと思

います。 

● 優しく接する事。困った人、

事があったら相談する事。実生

活ではなかなか障害のある方

や、老人との接点が無いので、

学校単位で交流が持てる時間

があれば、お互いに刺激があっ

て良いのでは？ 

 

● 子ども達には目で見て理解

させる方が、より現実的に受

け入れやすいと思うので、学

校や地域で学べる場所で教育

して欲しい。 

● 学校で行われている疑似体

験の話を聞き、どのように思

ったか話し合いをした。身近

な人の話はしやすいが、見ず

知らずの人に対してもできる

ことはしてあげられるように

なってほしいので、ふれ合う

機会が多ければよいと思う。 

● 転勤族の為、あまりお年寄

りと接する機会がありませ

ん。地元でないので情報を得

るのも難しいところがありま

す。学校を通して色々な機会

があったらいいなと思いま

す。 

● 家庭でどのように教えたら

良いか分からないので、学校

で教えてほしい。 

● もっと、学校とかでお年寄

りとの交流を増やした方が良

いと思う。 

● 学校で実施している疑似体

験は子どもにとって良い経験

だと思う。 

● 学校でも授業に福祉体験を

させる時間を作ってもよいの

ではないか。 

● 英語の勉強も大切ですが、

手話、点字の勉強もあったら

よいと思う。 
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● 学校でも職業体験だけでは

なく、福祉体験を取り入れても

よいのではないか。 

● 授業参観時に親子で疑似体

験を学ばせてほしい。 

 

⑥ 苦慮するところ、悩み 

● お年寄りの方が何か困って

いるようだとしても、下手に声

をかけると年寄り扱いする

な！！と言わんばかりの方が

正直多いのです。でも、世の中

ではお年寄りにはゆずりまし

ょう、声をかけて手助けをしま

しょうが当たり前。大人も子供

もどう対応すれば良いかむず

かしく思うことが多く、こちら

から何でも先に声をかける、助

ける・・・はせずに、少し様子

を見てみる。結果、何もしなか

った、見て見ぬふりをしてしま

う形になった、なんて事ばかり

です。障害があるかどうか見た

目ではわからない方もいます。

ふつうそうに見えて実は大変

であったり。声をかけてみたら

ずっと家の近くまでついてく

るお年寄りや、逆に怒鳴られて

しまうこともある、そうでない

人もいるけれど・・・。子供に

はあやふやなことばかりです。 

● 子どもも自分の成長や身の

回りの不安など悩みを持って

いると思うので、自分の不安や

悩みを少しでも取り除かなけ

れば、周囲への関心を持つこと

や福祉へ目を向けられないと

思う。 

● たまにですが子供と話す時

は、急に福祉教育といっても

みなさんも私自身、子供もピ

ンとこないのではと。もう少

しわかりやすくいい方を変え

て、違う視点から考えてはと

思いますが、あまり煮つまっ

たアイデアも出てきません。

すみません。 

● 福祉教育は話し合っていま

せん。怪しい人には近づくな、

知らない人に声かけられたら

すぐ逃げる、と伝えてきた。

今回のアンケートで違う視点

で子供の教育のことを考えさ

せられました。障害者を装っ

た犯罪者もゼロではないの

で、子どもが見極めるのは難

しいです。 

● あまり話す機会やタイミン

グが無いので、どのように話

せば良いのか悩んでいます。

話すのも大事ですが、こまっ

ている人がいたら声をかける

など親の私が子どものお手本

になれるように心がけたいと

思います。 

● 事件に巻き込まれたりしな

いように、困っている人がい

ても、一人の時は大人を呼び

に行くように話をしている。 
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● お年寄りや体の不自由な人

の中には、本当に助けを求めて

いる人もいるが、できることさ

えしないで何でもしてもらっ

て当然だと思っている人やか

まってほしくない人もいるの

で、見きわめが必要だと教えて

いる。その上で困っていそうな

人がいたらまず、「こんにちは」

などあいさつし、相手が話しや

すい状態を作ることが必要で

はないでしょうか。 

● 昨今、不審者情報等が頻発し

ているなか、子供にどこまで関

わりをさせるべきか苦慮して

いる。障害者を装った犯罪も起

きている。 

● お年寄りが近隣にあまりい

ないので、接する機会は少ない

が遠方にいる祖父母と接する

とき、子どもは気遣い持てるよ

うになってきた。しかし、困っ

ている人がいたら助けてあげ

るよう教えているが、その ➚ 

一方でこのご時世、防犯のこ

とも考え、知らない人に対し

てどう接するか困ることがあ

る。 

● 老人や障害のある方と接す

る機会がないので偏見を持っ

ています。自分と同じ心を持

っていて一生懸命生きている

と分かって欲しいです。母親

から話してもいつものお説教

と受け止められ向き合って貰

えません。学校で施設訪問に

出かけたり、体験談を聞かせ

てももらう機会を与えてもら

って感謝しています。 

● 知らない方に対する接し方

は今の社会でとても難しいで

す。良かれと思ってやろうと

しても、子ども側が知らない

人に話しかけられても対応し

ないなどの指導を受けている

ので。 

● どう教えていけばよいのか

分からない。 

 

⑦ その他 

● 体の不自由な方への思いや

りを大切にして欲しい。困って

いる人に進んで声を掛け手助

けを出来るような人になって

欲しい。どんな人にも、あいさ

つをし、交流が出来れば良いと

思う。 

● 思いやりの心を育てる。相手

の気持ちになる。手を差し伸べ

る勇気を持つ。 

● お年寄りや障害者に特別と

いうわけではなく、誰にでも

やさしく接することができれ

ばと思っています。 

● あいさつをきちんとしてい

れば顔も覚えてもらえるの

で、何かあった時や困った時、

声をかけてもらえるかもしれ

ない。防犯につながるのか

な？と。。。 
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● 祖父母と接することで昔か

らの知恵を知り、又、高齢にな

って出来なくなっていくこと

を手助けしたりすることで、敬

い支える気持ちがはぐくまれ

ていくと思います。 

● 困っている人がいたら助け

る、手伝うということは、当た

り前のこと。特別なことではな

い。障害や老いについても。今、

自分は健常であっても、いつど

うなるかはわからないのだか

ら。お互い様。できる人ができ

ることをやる。 

● 福祉とは、高齢者福祉、障害

者福祉、児童福祉の3部門によ

って成り立ちますが、本アンケ

ートは高齢者と障碍者の福祉

ばかりで児童福祉が見落とさ

れがちです。地域のつながりや

福祉の意識や人材育成を考え

たとき、次世代を担う子育て世

代に参画してもらわなければ

なりません。その為には、子育

て世代にとって自分たちのこ

とである問題提起としての児

童福祉をもっと取り上げてい

くべきだと考えます。 

● お年寄りの方に声をかける

時は後ろからではなく前から

で、目線を合わせることや、つ

えを使っている方の傍では走

らない事。 

● 家庭の内外を問わず挨拶を

すること。自分の主張より相手

の意見をよく聞くこと。 

● 家庭で「福祉教育」をどの

ようにしたらよいか分からな

いのが現状です。私自身、福

祉教育についてあまり考えた

ことがありませんでした。普

段の生活の中で老人や障がい

者と接する機会があれば自然

と身に付くのかもしれません

が、そういう機会はありませ

ん。 

● 自分を尊重すること、自分

以外の人を大切にすること、

とても大切。お互いに人と比

べてしまいがちですが、それ

はあまり幸せなことではな

い。自分を含め、どんな人も

社会の一員。必要な時には支

えあい、基本的には自分の足

でしっかり立って生きていき

ましょう。 

● 障害があってもなくても同

じ人間であり差別があっては

ならない事。自分から声を掛

けたり手を差し伸べる気持ち

が大切な事。 

● 公共交通で体が不自由な人

やお年寄りに席を譲る。日常

生活の中で困っている人を見

かけたら助けてあげる。近所

の人には挨拶をし、顔見知り

になる事が大事だと思う。 

● 障害を持った方や高齢者が

困っているときに、積極的に

声を掛けられるようになれば

よいと思う。 

● 特にしていない。 
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● あせらずマイペース、解らな

いことは人に訊いてゆっくり

でもいいから進んで行ってほ

しいです。 

● 困っている人がいたら声を

かけ、何かできることがあれば

進んでする。思いやりの心を持

つ。 

● 電車等の席は譲る。「大丈夫

ですか」の声かけ。 

● 困っている人がいたら自分

で手伝えることがあったら手

伝う。 

● 人をいたわる心を持つ気持

ちを、大切さを持ってほしい。 

● あいさつや困っている人を

見かけたら声かけをする。 

● 困っている人がいた場合、

自然に手助けできるようにな

ってほしい。 

● スロープ等が増えていけれ

ばより安全な福祉につながる

と思います。 

● 自分で見て、気が付いて、

できることを実践していって

ほしいと思います。 

● 福祉というものに全面的に

頼るのではなく自分自身で何

とかするようにしたい。 

● 特にしていない。困った人

がいたら声かけできるようし

たい。 

● あまり進めていないが機会

があれば話し合ってみたいと

思う。 

 



- 102 - 
 

問 50 その他、「地域のつながりと支え合い」を高めていくためのご意見や、

ご提案等がありましたら、ぜひご記入ください。また、アンケートの方法

や内容等についてのご意見やご感想等がありましたら、ぜひご記入くださ

い。 

主な意見 
● 日頃のあいさつが大切。そこから気持ち良い関係が築け、地域のつな

がりになっていく。 

● 災害時には力を貸せればと思うが、専門知識がないと対応が難しいの

で、長期的な対応の場合、ボランティアでは難しい。 

● 地域で行事を行うことは、地域交流や防犯に役立つが、役員の負担が

大きい。 

● 自治会や子ども会などの役員は負担が大きいので、今の時代に適応し

た役員活動にしていくべき。 

● 子育て世代は日々の生活に追われて、地域での活動の必要性は感じて

も、実際の活動は難しい。 

● （自治会や子ども会の）役員を通じて地域の方と顔見知りになれたの

で、負担は大きかったが、やって良かった。 

● 生活に精一杯で新たなつながりを築く余裕がない。 

● 近所づきあいを良好なものにするには、まずは健全な家庭環境が大切。 

● 子育て世代は忙しくて活動できないので、シニアの方々に活動をして

もらえるように、広報を充実させた方が良い。 

● 地域の人々が集まる行事に積極的に参加することで、顔見知りを増や

すことができる。 

● 学校での疑似体験が子どもたちにとって、良い経験になっていると思

う。授業参観などの際に親子で学ぶのも良い経験になる。 

● 地元の高齢者と子ども、その親が顔見知りになれると、あいさつが増

え、困った時に助け合えるのではないか。 

● 世代交代と新住民がスムーズに地域活動に参加できる雰囲気が必要。 

● どこに高齢者や障がい者が住んでいるのかが分からないので、マップ

があると良い。 

● アンケートの量が多く、内容が答えづらいものがあった。 

● アンケートをきっかけに、福祉について少し関心を持つことができた。 
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１ 地域住民相互のつながりを深めることに関すること 

① 地域住民相互での助け合いに関すること 

（ア）あいさつに関すること 
● 基本はあいさつが大切だと思

いますが、今の時代こわい人も

多いので、むやみに声をかけら

れないという現実もあるので、

知っている大人しかあいさつし

ないのかもしれない。日ごろか

ら交流があり近所の人の顔は覚

えられるといいなと思います。

そういう交流の場があると良い

のかと。 

● まずは、あいさつが出来る事。

埼玉県に来て、あいさつが全く

出来ていないのにはびっくりし

ました。地域のつながりと支え

合いというのは人とのつながり

支えあいであって、人としての

基本のコミュニケーションが成

り立っていないのは・・・？こ

こからがスタートラインだと考

えます。 

● あいさつすらしない人が多

く、他人に対しての態度、言葉

使いも失礼な人が多い。思いや

りがない人と関わりたくないの

で福祉活動等あっても参加した

くはない。まずは、あいさつの

出来る人を増やし明るい雰囲気

の地域になってほしい。 

● 普段から挨拶などを通してお

互いに知らない人ではなく、知

っている人になることが大切だ

と思います。 

● 近隣の方にあいさつ等を ➚ 

 する様心がけていますが、人に

よって目も合わせない方もいた

りするので、大人はそれでも声

を大にしてあいさつできます

が、子どもにもあいさつをする

様に言っていますが、ちょっと

そういう方は難しいな、と思い

ます。 

● ご近所にお年寄りが多い地域

なので出会ったら積極的にあい

さつはします。夏休みにはラジ

オ体操でおばあ様たちと一緒に

体操をして、帰りはいろいろ話

して帰ってきます。地域の祭り

や運動会の参加だけでも異年齢

の方々と過ごすことで目をかけ

てもらえるし、こちらも気にと

めることができます。 

● 地域のつながりや支え合いを

拒否される方もいるので手助け

をしたくても自分から動くのが

難しく思います。ただ、あいさ

つは自分からしようと心掛けて

います。みんなが基本のあいさ

つが出来たらいいなと思いま

す。子どもにも、あいさつの大

切さを教えていきたいです。 

● 挨拶があまりできていないと

思う。子供たちの手本は学校、

地域、家庭なので、大人がしっ

かりやらなければ子供もまねし

ようとは思わないのでは。 
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● 地域のつながり、支え合いの

為には、日頃の挨拶が一番大切

なので、積極的に挨拶すること

を心掛けている。 

● 地域のつながりは一朝一夕に

できるものではない。日々の積

み重ねがなくして成り立たな

い。挨拶などの小さなことから

気持のよい関係が築け、地域の

つながりへとなっていく。その

上で地域での役割等を果たすな

ど一人一人が意識をもって、何

かを担うという心掛けがなけれ

ば成り立つものではない。 

● 朝早く出勤し、夜遅く帰宅、

週末にはたまった家事や買い出

しなどで近所とのつながりは挨

拶ぐらいしかできない状況で

す。 

● 日頃の挨拶は大切だと思う。

そこから声かけなどにつながっ

ていくと思う。 

● やはり、挨拶することから地

域のつながりもできると思いま

す。 

● 地域の人とのコミュニケーシ

ョンは大切。 

 

（イ）災害に関すること 
● 災害時の共助という部分で、

進める、高めていっては、と思

います。災害が昼間におこった

場合の共助、また夜におこった

場合の共助では、まったく違っ

てくると思います。災害時は地

域で助け合わなければ誰も助け

にはきてくれないと考えており

ます。（当初の２～３日間は） 

● 防災の面では、独居の高齢者

の手伝いはいざというときには

力を貸すことができればと思う

が、介護となると専門知識がな

いと対応が難しいと感じる。有

事の短期的なものなら地域 ➚ 

の支え合いは必須ですが、長期

的なものはボランティアレベル

では難しいのでは。 

● 災害等はいつ、どこで起こっ

ても不思議ではなく、お互いに

助け合うために日頃からのコミ

ュニケーションが必要だと思

う。皆が積極的に地域との関わ

りを持ってくれるとよいのです

が。 

● 夏の水害があり、地域の人達

とのつながりを強く感じたの

で、さらに大切にしていかなけ

ればと思う。 

 

（ウ）自治会・民生委員・子ども会に関すること 
● 今年度から自治会の行事が減

ってきている。行事を行うこと

は地域の交流や防犯に役立 ➚ 

つが、役員の負担が大きいので

はと思う。また、資金繰りも難

しいのではないかと思う。 
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● 子ども会の役員ですが、お母

さんには負担が大きいです。や

りがいもあるのですが、子ども

たちの為に一生懸命やっていて

よい方たちばかりですが、働く

女性が多くなってきている。母

子、父子家庭の増加、外国人の

家族も増加など、今の時代に適

応した役員活動にしていくべき

と思います。役員の負担が大き

いから退会している家族もある

と思います。それでは本来の地

域活動の目的からズレているの

ではないでしょうか。 

● 現在、狭山市において地域の

つながりがどれだけあるのでし

ょうか？高めていくためと言う

よりもかなり低いこのつながり

を少しでも高めるといった考え

でなければ狭山市は何も変わり

ません。まずは土台作り（自治

会）の大きな見直し、狭山市を

引っ張る世代（３０代～４０代、

５０代）を中心とした自治会、

地域の活動を作ります。まずは

ここからです。お金をあまりか

けなくても本気になれば変わり

ます。みんなの心が動く為の努

力をお願いします。力になる事

があれば協力します。がんばっ

て下さい。 

● 自治会というと単なる飲み仲

間というイメージしかありませ

ん。高い会費を払って自治会館

を作ったり飲み代にされていて

はたまりません。なので、 ➚ 

自治会のない地域でほっとして

います。今後も加入する気はあ

りません。 

● 子育て中の世代からは昔から

の自治会のあり方だと中々参加

がむずかしい。仕事をして子供

たちもいての中で、集まりが日

中にあっても行けない。土日も

行事があると家族の負担が増え

る。組長、班長をやっているが、

荷が重い。なんとか配り物も郵

送や他のやり方で負担を減らし

て欲しい。今は近所に２世帯で

住んでいる方も少ないし、核家

族が増え共働きも増えているの

で、自治会の仕事もある程度、

仕事の様にきちんとした新しい

形を作っても良いのではない

か？これからますます子供たち

の負担も増えてはかわいそう。

新しい形を節に願います。 

● 地域のつながり、支え合いは

大切だと思っていても実際に

は、自分の家庭の子供達が小さ

いうちに自治会の班長がまわっ

てきたり、行事に参加したり、

夜の班長会に出席するのは、す

ごく負担でした。特に家には発

達障害の子供も居る為、留守番

も難しかったり、学校の行事な

どもあり、大変でした。実際に

お年寄りの多い地域なので、近

所の方で困っていたら力になり

たい気持ちはありますが、子育

て中は、なかなか難しいのが現

実です。 
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● 自治会は年配の方の参加、運

営していることが多く、なかな

かなじめない。同じ市内でも柏

原地区より水富地区の方がフレ

ンドリーだったような気がしま

す。市民それぞれが持っている

スキルを登録、利用したい人が

アクセスできるようなシステム

（市のウエブの中にでも）があ

ると良いのでは？ 

● 地域のつながりはもちろん大

切だとは思いますが、子育て世

代は日々の生活に追われて、自

治会活動等は負担に感じてしま

うのは仕方がないのではないで

しょうか。役員や行事など慣例

に従いこなしてゆくだけでは意

味がないのでは。自治会の存在

意義や必要性を具体的に示して

ゆくことが大切なのではないで

しょうか。 

● 地域の人たちはみんな平等な

対応であってほしい。後から引

っ越してきた人に対し、「新しい

人」感が出ている。自治会でも

地主が強く、私たちに対して下

に見ている人もまだいる。差別

もまだ激しい気がする。 

● 小さい時から子供会や自治会

の行事に参加して、近所の方と

挨拶をし、顔を覚え、色々な年

齢の人とのつながり、お年寄り

の知恵のすばらしさなどを感じ

られるような地域づくりができ

れば、その先がついてくると思

う。 

● 自治会の活動に子供が参加で

きるものが少ないので、地域の

交流を深めるためにも、小さい

子供からお年寄りまで幅広い年

代の人達が参加できる活動があ

ったらよいと思う。例えば、駅

前の清掃活動、目の不自由な方

やお年寄りの疑似体験をしなが

らのウォークラリー、福祉施設

にボランティアに行くなど。 

● 自治会活動は大切だとは思う

が、仕事をしながらの参加は大

変です。高齢化が進み自治会の

役員も不足しているなか、地区

での祭り、体育祭などは負担が

多い。つながりの為に行事をす

ることが必要だと思うが自治会

主催の行事は働きながらの参加

は厳しい。 

● 高齢の自治会役員が顧問とし

て延々在籍してにらみを利かせ

ているような自治会は崩壊しま

せんか。時代に合う取組、対応

をしないと脱退する者が続出す

ると思います。役所はそれを避

けたいと所なのでしょうが実態

をどれだけ把握しているのか。 

● 子供会や自治会の役員、今は

共働きの夫婦が多く負担に感じ

ると思う。私は子供会の役員を

通じ、様々な町内の方と顔見知

りになり役員をやってよかった

と思っている。 

● 自治会活動に積極的に関わっ

たほうがいいと思います。 

● 自治会に入る。 
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● 地域などの活動は必要ないと

思うが、自治会の運動会はやり

たい人だけでやってほしい。無

理やり出されてしんどいです。

土・日は休みたい。 

● 自治会は、半強制的なもので

なく、本当に入りたい方々が入

会する任意的なものとなってほ

しい。 

● 登校、下校時の見守りに感謝

します。子供を持つ親として、

子供会と自治会の役割が大変で

す（学校でのPTAもあります）

子供会と自治会のあり方を考え

て頂きたい。 

● 例えば：自治会長率先の地域

内あいさつ運動や班長と民生委

員や専門分野の方との定期的な

家庭訪問など・・・。住んでい

る場所でのつながりは大切にし

たい。 

● 何かあった時は、すぐに手を

出して助けてあげられるよう

に、ご近所との関係を大切にし

て行きたい。 

● 自治会や子供会などのつなが

りで、地域の人達とコミュニケ

ーションが取れるようになって

きた。 

 

（エ）その他 
● テレビで見たことがあるので

すが、お年寄りの方が集まるサ

ロンを小学校の敷地内に作られ

ている町があり、いいことだな

ぁと思いました。自然に交流が

でき、その中から得られること

が沢山あると思いました。 

● 地域のサロン、寺子屋のよう

なものを増やすとよいのではな

いか。 

● 隣近所の同世代の人としか出

会う機会がないので顔と名前を

知ることで、徐々に接してみよ

うと思い始めるかもしれませ

ん。 

● つながりが大切と分かってい

ても、不審者的な方もいるので

子供にどう伝えていけばよいの

か迷うことが多い。 

● マンションなので、本当につ

ながりがなくマンションはつま

らないと思う。実家のように庭

を掃除しながら、チョット会話

したり地域の活動を引っ張って

ゆく元気な方がいたらよい。い

い意味で少しおせっかいな人が

いるとか、お互い意識しすぎて

いる気がする。つながりと支え

合いなんて人の気持ちが開かれ

ていないと出来ないかなと思

う。 

● 地域のつながりを必要とする

状況は各家庭で差があると思い

ます。小学生がいるので登下校

を見守ってくれている地域の皆

さんには感謝していますが、感

謝の気持ちを伝える場（子ども

達）があるとよいと思う。 
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● 地域との繋がりは非常に大切

だと理解しているつもりです。

しかし今は生活するので精一杯

で、新しくつながる余裕があり

ません。また団地など賃貸住宅

に住む方はいずれ引越しするの

で、つながりが必要ではないと

考える人が多いのでは。自治会

やボランティアの方に感謝しつ

つ、人任せにし放しで申し訳な

いと思っております。 

● 自治会、子ども会、PTA等、

地域のつながりとしての組織は

もっと自由になってほしい。続

けるための仕事、前例をなぞる

だけの活動になりがちである。

それを変えようとすると反対す

る人の力（圧力）があり、困難

であり、変える労力を惜しむよ

うになる。結局新たな人材を見

つけ、自由な考えとお互いが助

け合えるような意識が高まれれ

ばよいが。 

● 大雪の時、雪かきのできない

家庭への応援をする、心を閉ざ

された高齢の方など子供に対し

て思いやりがない大人がい

る・・・緑を増やしたり、花を

植えたり、外套の色や声かけな

ど温かい地域の環境を作り人間

関係が変わるといいなと期待す

る。 

● 共働きの家庭が増加している

中で地域のつながりというのは

逆に厄介な問題になってしまう

ことが多い時代だと思う。 ➚ 

仕事をしていない高齢者は土、

日を使ってイベントやつながり

を持とうとします。逆に共働き

の家庭は土、日が唯一の体を休

める時でもあります。この重な

り合わない部分をいかに使うか

が今の時代の問題と思う。「長く

生きているからエライ」「仕事を

しているから無理は当然」とい

う考えを変えないと、この先つ

ながりや支え合いは、なくなっ

ていくと思う。感謝の気持ちを

忘れないことが「つながりと支

え合い」につながると思う。 

● まずは健全な家庭環境から。

それがあって良好なご近所づき

合いをしていく心の余裕も生ま

れるのでは。仕事をするお母さ

んが増える中、子育てを第一の

仕事と考えています。 

● 「遠くの親戚より近くの他人」

自分が周囲の人に助けを求めら

れた時には対応できるような人

でありたい。地域のつながりは

「イザ」というときに本当に力

になってくれるものであること

を皆が実感できる関係を築いて

いけるとよい。 

● 地域のつながりは大切だが、

それぞれの家庭の事情（仕事、

年齢など）があり、一律に役を

持たせるなどは、なかなか大変

です。 

● 若い人たちが地域の行事に参

加してゆけたら良いと思いま

す。 
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● ずっと地元にいる人が多く、

持ち家に住んでいる人と賃貸に

住んでいる人との温度差があ

る。他から引っ越してきた側か

らとして入りずらく、関わりず

らい。 

● 近所付き合いも難しいことも

あり、仕事に行く前の忙しい時

にお年寄りの長話には困った

り、お手伝いしたくとも余計な

お世話かなと思ってしまう。 

● 今、住んでいる地区は充分な

つながりがあります。 

● 他人同士の協力が必要だと思

う。 

● 地域のつながりや支え合いは

大切だと思いますが、子育て世

代には仕事をし、家事をするこ

とで忙しく時間を作るのが難し

いのが現状です。 

● 支える人、支えられる人、お

互いが気持ちよく良好な関係で

なければ支え合いは成り立たな

いのではないでしょうか。 

● 無理につながりや助け合いを

求めると、苦痛になります。各

家庭に都合もあるので、自然と

つながり合える関係が築けると

よいと思う。 

 

② 地域福祉への関心を高めることに関すること 

（ア）広報に関すること 
● せっかく色々と活動されてい

るようですが、多いにＰＲされ

た方がいいと思います。このよ

うな活動を知らない方の方が多

いと思いますので。 

● シニアの方々へもっと活動に

ついて広報活動をして参加をお

願いするのが良いと思う。子育

て世代は育児も忙しく、働いて

いる方も多いので、地域の ➚ 

ことに携わることが難しいこと

が多い。 

● フルタイム勤務だと、なかな

か地域とつながっていくことが

難しい。つながりが大切なのは

わかっているが。退職後に時間

が自由に使えるようになった時

に様々な情報があると参加しや

すいと思う。 

 

（イ）家庭教育に関すること 
● 子供から見て「困っているお

年寄り」がいても、そう思われ

ることが嫌な人もいて、子供が

助けようとしても、ひどくつっ

ぱねる人もいる。そうゆうこと

が何度かあると、子どもに ➚ 

積極的に人助けしろとは言えな

い。子どもに「人助けしろ」と

教育するだけではなく、お年寄

りや体の不自由な人などにも、

一定の理解が必要だと思う。 
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● 「地域のつながりと支え合い」

は家庭で子供に教えるのが一番

と思う。防災訓練や体育祭など、

地域で人々が集まる行事には積

極的に参加し、顔見知りを増や

すことが第一歩と思う。 

● 電車に乗った時に席をゆずる

事など教えていますが、あまり

そういう場面にならない。テレ

ビなどで「身体の不自由な方」

の生活や考え方を見たりして、

自分だったらどう思うか話し合

っている。 

 

（ウ）福祉教育に関すること 
● 今回、子供達が学校で疑似体

験をし、とても良い経験になっ

たと思いますし、考えるきっか

けになったと思います。このよ

うな機会をどんどん増やしてい

ってほしいと思いました。家で

も何をして何を学べばよいか、

わからない事も多いので身近な

学校でこういう場を設けて頂け

るとありがたいです。 

● 子供達は日常生活の中から疑

似体験する事で障害のある方の

思いを感じ理解できるきっかけ

となり、そのインパクトは強く

残ると思うので、学校の教育の

場にもっと取り入れ学べると良

いなと思った。 

● 子ども達には、体験学習、ボ

ランティア活動に参加して、

様々な体験、経験を通じて、自

ら学び、行動できるようになっ

てもらいたいです。ですので、

体験学習やボランティア活動の

「場」があると（増えると）良

いな、と思います。 

● 学校であった福祉体験が楽し

かったと言っていたので実 ➚ 

際に障害体験やふれあう機会が

ないと子供達はピンとこないと

思う。 

● 普段の生活の中福祉教育を意

識して生活していないのが現状

です。幼稚園、小学校などでお

年寄り、障害のある方と接する

機会を作り親はボランティアと

して参加するなどして頂けると

良いと思います。 

● 有料老人ホームや老健が増え

てきており、小学生、中学生か

ら授業の一環として施設へ出向

いて交流を図るなどしたらどう

でしょうか。職業体験で来るだ

けでは何の意味がない気がしま

す。 

● 小学生だと４年生ぐらいにそ

のような勉強をするのですが全

学年で年１回ぐらいは時間をと

ってもらい理解を深めていく授

業があってもいいと思います。 

● 介護教育は必須科目として取

り組むべき。大人になって自分

自身がこの問題に直面した時に

どう対処すれば良いか判断でき

るようになると思う。 
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● 学校で高齢者と触れ合う機会

が少ないので、授業の一環とし

て高齢者と何かをすることがで

きればよいと思う。 

● 子どもの内から福祉に関心を

持つように、小・中学校から福

祉教育をすることが大事だと思

う。 

● 老人施設と、交流があればい

い。夏休み、冬休み、春休み、

他の休みに、ボランティアを授

業の単位として取り入れる。 

● 子どもを通しての行事参加が

ほとんどですので、学校行事に、

お年寄りや障害者の方が来てい

ただけるよう、トランスファー

の充実や、駐車場の整備等、 ➚ 

皆さんが来やすい会場作りが大

切。 

● 学校が閉校しているところが

増えているのでお年寄りと子供

たちと会う機会が減ったのでは

ないかと思う。 

● 学校でお年寄り、子ども達、

親（自分達）が集まる行事（？）

があると良いと思います。 

● 学校で福祉について学んだ

り、地域の年寄りと交流ができ

る機会を作っていただきたい。 

● もっと学校でのお年寄りとの

交流等を深めていくといいと思

います。地域（自治会での交流

も…） 

 

（エ）地域交流に関すること 
● 災害などが起こってから「支

え合おう！」というのは、まず

難しいので、日頃からコミュニ

ケーションをとることが必要だ

と思います。地区の運動会の様

な、つながりが持てるイベント

を続けていくとがわかりやすい

のではと考えます。子どもから

大人まで楽しく交流ができる気

がします。しかし運動会だけで

すと年々高齢の方が増えていく

ので他のイベントや交流できる

場があると良いと思います。 

● 「認知症」や「子ども食堂」

などわけてしまうのはもったい

ない。地域で交流する場があれ

ば、自然に人も集まると思う。 

● 地域の中でも支えが必要と考

えられる高齢者や障がい者に出

来るだけ地域で生活していただ

き、身近に感じられる環境にし

ていけると、自然に交流が図ら

れるようになっていくと思いま

す。また、それにより高齢者や

障がい者に意見を出していただ

くことで、ハードもソフトも住

み良いまちになっていくと思い

ます。 

● 一緒に暮らしているお年寄り

の人が居ないので、地域のお年

寄りの方と交流する機会がある

（もしくは増える）と良いなと

思います。 
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● 定期的に公園や校庭、公民館

等でお年寄りと子供が一緒に遊

んだりする機会を設けてはどう

か。地元のお年寄りと子供、そ

の親も顔見知りになれると、普

段会っても挨拶ができ、気軽に

話ができれば困った時に助け合

いのきっかけになると思う。 

● 若い世代はつながりだったり

をあまり考えない。中高年世代

は自分の生活で精いっぱい。そ

の幅広い年齢層の方々の気持ち

を引きつけるような地域での行

事だったり、声かけを文章だけ

ではなく、人の耳に入ってくる

ような場所を作る。 

● 狭山市は地域のつながりは深

いと思います。そのための活動

も個々に取り組んでいる様に思

います。一つ一つの行事の呼び

かけが少ないと思います。世代

を超えた交流がどんどん増えて

くると嬉しいです。 

● 様々な世代の人と接する機会

が増えればいいと思います。お

年寄りの方々の行事に子供が参

加したり学校行事にお年寄りを

ご招待する等、楽しく触れ合う

ことで、つながりが作られてい

くのでは、と考えます。 

● 子どもの数が少なくなり、子

ども会はこの地域ではなく、新

学期に新一年生を見て近所にこ

んな子がいたんだと初めて知っ

たりしている。地域の行事等で

年齢に関係なく交わってい ➚ 

けたら、お互い楽しく住みやす

くなりそうな気がする。 

● 近隣住民や地域の中で高齢者

に限らず、多くの方と関わるこ

とで相互扶助を理解してくれる

と思います。そういったことが

防犯などにも繋がり、学校や地

域との連携になり今後、次世代

に続くようになればよいと考え

る。 

● 地域のつながりは、正直面倒

な面がありますけれども、隣の

人の顔がわからなかったり、困

った時に支え合えないのは、良

い地域とは言えないと思いま

す。高齢化社会で子供が高齢者

とふれあい、親も巻き込んでゆ

く様なイベントや機会が増える

と良いと思います。その中で周

りの人をお互いに知ることが出

来、支え合いにつながればと思

います。 

● 地域のコミュニティーの場は

増えてきているので、そこに来

られるような声かけ、誘いが必

要だと思う。行きたくても行か

れない弱者の人には民生委員等

の行政が動くのが一番。地域の

人だけでは限界がある。コミュ

ニティーに来る人はいつも同じ

人なので、行政が動かないと動

かない人はなかなか動かない。

そこから、ようやく「地域のつ

ながりと支え合い」が生まれる

と思う。 
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● ご高齢の世帯が増えており、

従来の地域交流活動はご負担に

しかならないように思われます

（スポーツ関連）ご高齢の方で

ないと参加できない様な交流イ

ベントにシフトしていってはい

かがでしょうか。 

● 地域の方達とミニゲームを一

緒にやることで、お互い話せて

良かったなと思いました。 

● つながりを深めるために、地

域でのイベントに積極的に参加

しやすい環境づくりが大切だと

思います。 

● 地区の体育祭は小さな子から

お年寄りまで、お話をしたり、

豚汁を食べたり、みんなが元気

になれる行事だなと感じた。 

● 地域の住民を知るために、体

育祭・地区対抗、つながりを深

めるにはよいと思います。 

● 何か困った事があったら助け

合いができるよう、近隣の方達

と、話せる機会をつくっていき

たい。 

● 核家族は地域とのつながりや

支え合いの機会が少ないように

思う。 

● お年寄りなどのお話を聞くの

はとても大事だと思うので、お

話しする機会を設けたほうがい

いのかなと思います。 

● 学校等を利用して、行事を通

じて地域と交流を持つ機会を作

ると参加しやすいと思う。 

● 地域の資源回収の時など、子

供たちが地域の一人暮らしのお

年寄りや障害のある方等を訪問

し声をかけお手伝いする。 

● 年配の方が気軽に交流できる

場所が情報などわかるように

し、外に出る機会を増やせると

いいと思います。 

● 地域イベントや自治会に参加

してコミュニケーションを図っ

たりふれあいをしたりするとよ

い。 

● ちょっとしたイベントでも沢

山やっていたら一回ぐらい参加

してくれる人がいるかもしれま

せん。子供が単独で、家族で等。 

● （隣近所しかわからない）地

域の人との交流できるイベント

に参加してみたい。 

● 交流がほとんどないので良く

分からない。 

 

（オ）その他 
● 地域と自分たちの生活がどう

すればつながるのか？子供のい

る世帯は子供のことでつながり

やすいが、独居・子のいない世

帯は何をすればつながるのか？

地域とつながることのメリ ➚ 

ットは？メリットや必要性がな

いと地域とつながることは考え

ないし支え合うことも考えな

い。必要性を感じさせる活動が

必要と思う。 

● 近所に知り合いを増やす。 
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● この地域は治安のよい安全な

街だという過去の栄光に浸って

現実を見ようとしない高齢者に

よる老害ともいえる自治体制の

問題があり、若い世代の参画を

阻害しています。それは高齢者

の自己有用感の低さのゆがんだ

あらわれと感じている。福祉を

考える時物理的なサービスの拡

充だけに目が行きがちですが、

子ども、親、高齢者の三世代に

対する自己有用感を持たせる取

り組みがなければ、誰も道徳的、

貢献的に動きません。 

● 私自身ももっと地域や助けを

必要としている人に目を向ける

べきと感じました。小学生、中

学生にも知る機会があるとよい

です。 

● 地域活動を積極的に行い、交

流を深める。 

● 勉強会など専門知識のある方

（先生）を呼び話し合う場があ

るといいと思います。勉強する

内容は、高齢者の方、障がい者

の方、お金の話など、問題にな

っていることなどです。避難訓

練などは、とても良いと思いま

す。 

● 高齢者も核家族化している

為、子供の声などがさわいでい

なくても騒音ととらえられてし

まう為、生活がむずかしい。孫

がいない世帯だとなおさらで

す。チャイムまでの少しの時間、

家の前で遊ばせるのも気をつか

います。 

● 狭山市の福祉や地域の活動な

どを全く分かっていないことを

感じた。これから関わりを持っ

ていこうと思った。 

 

 

 ③ 地域福祉活動への参加に関すること 

● 順番でまわってきて仕方なく

班長や子ども会やＰＴＡをやっ

ているが、そのおかげで地域の

方と顔見知りになれたり話すこ

とが増えたりしたので結果やっ

て良かったと思う。顔見知りに

なれたことで自然と親もあいさ

つするようになったし、それを

みて子どももあいさつするよう

になった。今後も、役員は大変

だが順番でまわした方が良いと

思う。 

● 世代交代と新住民の方がスム

ーズに地域活動に参加できる雰

囲気が必要だと思う。保守的だ

と若者や新住民は地域の入る余

地がなくなる。私の地域では少

しづつではあるができている。

この地域で生まれ育ち、残るも

のが率先して架け橋になるよう

働くことが大切と思う。 

● 地域での集まり（お祭りなど）

のある時には、積極的に参加す

る。可能な限り関わりを持つ。 
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● アンケートを何度も書いてい

ますが、特に改善などはないの

で強制にはしないで頂ければあ

りがたいです。子供を産めば産

むほど役員や行事が大変になり

ます。子供の数ほど働かなくて

はいけないのに、矛盾していて

イヤになります。なので自分が

年を取って子育ても終わってか

ら役員等、手伝ってあげたいで

す。 

● 自分自身や周りの人も義務で

地域活動に参加しているようで

す。気軽に参加できるような取

り組みを希望します。 

● 夫婦共働きの時代、ボランテ

ィアをしたくとも時間がなかな

か作れません。近所のゴミ集積

所でのあいさつ程度です。 

● 地域での行事等に参加するよ

うにしていく。 

 

 

２ 地域住民の幸せを高めることに関すること 

 ① 心身を健やかに保つことに関すること 
● もちろん地域のつながり、支

え合いは必要だと思いますが

「プライバシー」や「自主性」

などでブレーキがかかる部分も

あり正直難しいです。P15に記

入しましたが任意でお願いにも

限界があるので（・アスレチッ

ク等の大公園・温泉リゾート）

など自然と市民やそれ以上の

人々が集まる施設を作るのが一

案だと思います。市の運営で。

「健康寿命」重要です。 

● 介護保険が使えない老人の為

のサービスがあった方が良いと

思います。運動能力が下がって

いるのに、できないことを無理

にやって、ケガ→要介護になる

老人が多いです。デイサービス

のような体操や食事、レク旅行

などがあればよいと思います。

交流の場で、長く健康でいるた

めの知識を知って欲しいし、不

幸自慢ではなく、健康自慢がで

きる老人が増えて欲しい。 

 

 ② 相談・連絡に関すること 

（意見なし） 

 

③ 特に支援が必要な世帯の見守りに関すること 
● 周りに、お年寄りが多いので、

1 人暮らしのお年寄りが 1 人に

ならないように、市でも、気を

つけてもらいたいです。 

● 住んでいる地域に高齢者や障

害のある方がどのくらいいるの

かなどを、マップなどで知るこ

とから始めていく。 
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● 昔と違って今は仕事を持って

いる人が多いので、近所付き合

いをする人は少なくなってきて

いる。出来るのでしたら、どこ

に高齢者が住んでいるのか、一

人住まいをしているのかが分か

るマップを作っていただける

と、気に留めることができると

思う。 

● 地域性があり、難しい問題 ➚ 

だと思われるが、行政からまた

ＮＰＯ法人【外部的なもの】に

よる指導指針がないと地域のつ

ながりを高めることは難しい。 

● 自治会から求められることが

とても多いように感じるが、自

治会に加入しない世帯もあるた

め、自治会で把握できない方々

のことは市が福祉活動団体と連

携しなくてはいけないと思う。 

 

 

３ 地域福祉活動の輪を広げることに関すること 

① 地域福祉活動の育成に関すること 

（意見なし） 

 

② 地域福祉活動の輪を広げることに関すること 

（意見なし） 

 

③ 地域福祉活動団体への協力に関すること 

（意見なし） 

 

 

４ その他 

① 市への意見 
● 小学校に通っていますが近所

の外国人のお子さんを持つ方へ

の市、学校の配慮について。近

所に住んでいるからと言われ細

かい学校行事の連絡、お休みの

時の連絡方法等を連絡する事に

とても負担を感じる。ひとつ、

英語もしくは母国語でひな型を

作り説明してあげてほしい。（運

動会は毎年同じパターン、 ➚ 

月曜休み、火曜が予備日など）

さやまっ子緊急メールも英語版

があればいいのに。 

● 三世代で住めるようなゆとり

のある住宅とか各世代のコミュ

ニティとか、あるとよいと思う。

支え合いも先ずは子育て世代が

多くなくては若い世代に狭山市

に住んでもらわないと老々支え

合いになってしまう。 
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② 社会福祉協議会への意見 
● 社協の活動は、広報誌で知っ

ていましたが、実際に「地域福

祉が充実しているな～。」と、実

感はしていませんでした。（あま

り身近ではなかったからだと思

います。） 

● 福祉協議会は、はっきり言っ

て何もわかりません。名前は聞

いた事がある程度です。 

● 社会福祉協議会の事、もう少

し自分から積極的に知って行こ

うと思いました。 

 

③ 市・社会福祉協議会への意見 
● 障害者が身近にいます。ほぼ

地域ではなく他市、他県の世話

のなることが多く過ごしてき

た。地域福祉等、言葉は独り歩

きしますが、狭山市はあまり優

しい街ではないように感じま

す。福祉に関わる人、知識、道

徳的な質の向上を、事業を立ち

上げる前に考えてほしい。 

● 地域住民が肌で感じるような

変化がある事を望みます。 

● 台風９号時に浸水被害にあっ

たエリアに住んでいるので今

後、大雨が増えていくであろ ➚ 

うから、しっかりと対応して頂

きたい。このようにアンケート

を回収しているのだから、目に

分かるような結果をしっかり残

して、狭山市に住んで良かった

と思うようにしてほしい。 

● 地域福祉推進計画のアピール

をもっと必要だと思います。こ

の様なアンケートの幅をもっと

広げては？ 

● 地域福祉計画が周知されてい

ないように思う。趣旨・目的を

幅広い世代に知らせてほしい。 

 

④ アンケートに関すること 
● このアンケートの結果を統計

処理して計画が順調かどうかを

判断するのではないかと心配で

す。すみずみまでヒアリングす

ること、そこからアイデアを抽

出することが大事だと思いま

す。統計の恐いところは、どん

な設計のアンケートでも何らか

の結論が出て、一見意味がある

ように思えてしまうところで

す。アメリカ・ポートラン ➚ 

ドのまちづくりのようにワーク

ショップ形式での意見交換、フ

ィールドワークなどされるとよ

いかと思います。住民をまきこ

んで。できれば住民主導で行い

たいですね。 

● 質問内容もあまり興味がない

事なので、いまいちピンと来て

いない状態でアンケートを書き

ました。すみません。 

● アンケートの量が多すぎる。 
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● このようなアンケートを記入

してもらうなら「狭山市地域福

祉推進計画」の抜粋をつけて欲

しい。内容も分からず、ただア

ンケートだけ答えさせるので

は、きちんとした調査にはなら

ないと思う。 

● 小学５年生と中学２年生の親

子にアンケートを実施した意図

がよくわからなかったです。た

だ福祉についてあまり身近にな

い課題について考える良い機会

になっているのではないかと思

います。 

● アンケートの内容が答えづら

い。「福祉を必要とする側」に妊

産婦、障害のある方、高齢者を

まとめられると、どう答えてよ

いのかわからない。それぞれが

必要な福祉は異なるし、解決し

なければならない程度も違うと

思う。また、小・中学校の保護

者対象ならば３０～４０代の親

がメインとなると思うので生活

背景や環境を考慮した内容にし

てほしかった。 

● 狭山市地域福祉推進計画を知

らないため、アンケートに答え

ようもない質問がありました。 

● アンケートだが、「お年寄り」

というのが何才ぐらいの人を想

定しているのかわからない。子

どもに言わせると、「祖父母」

（60代半ば）は「お年寄り」で

はないそうだ。 

● 日頃あまり考えたことの ➚ 

ないテーマが多く、専門的な言

葉を理解するのに時間がかかっ

た。これを集計しても実情を認

識されることは難しいと思う。 

● 設問にどれにも該当しないん

だけれどと思うことがありま

す。例えば問９で家庭に乳児や

低学年がいる場合、その後の設

問がふさわしくないと考えま

す。問 10 以降は生活困難者に

対する質問のようなので、その

場合、乳幼児や低学年は当ては

まらないのではと思います。答

える側からの目線に立ってアン

ケートを検討して下さい。 

● 問３６の様に「暮らしやすい」

という回答にはどこが良いとか

という質問があるのに対し、「な

ぜ暮らしにくい」という回答の

理由は聞かないのでしょうか。

今後の取り組みに活用していく

ならば、良い理由だけではなく、

マイナスな部分の意見も聞くべ

きだと思います。交通の便もな

く、商店もない地域で９０才を

過ぎた方が自転車で買い物に行

かなくてならないなど不便な事

もたくさんあります。このアン

ケートで地域福祉の課題を解決

していけるのか？と疑問です。 

● 自宅で記入するアンケートは

時間も選ばず、気軽に応ずるこ

とができ良いと思う。 

● 良く分からない質問が多かっ

た。 
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● 昔のように、子育てしている

母親も仕事をするようになり井

戸端会議をすることは少なくな

りました。そんな中このアンケ

ートとても良いと感じました。

何事も先頭に立ってやってくれ

る人に感謝して、やってもらう

のが当たり前でなく自分のでき

ることはするように心掛けたい

と感じました。 

● 引越ししてきて間もないため

アンケートにあまり答えられま

せんでしたが、アンケートによ

りいろいろな活動が行われてい

ることを知りました。今後は少

し興味を持っていきたいと ➚ 

思うと共によりよい地域を目指

してください。 

● アンケート長くて大変でした

が、市長さんたちを応援する気

持ちで協力させていただきまし

た。心おだやかにいられる地域

でありますよう、よろしくお願

い申し上げます。 

● アンケートで実態を把握して

狭山市がより住みよい街になる

とよいと思う。 

● アンケートは問題が少し難し

い。 

● 質問が多いと感じた、子ども

は途中で飽きてしまった。 

 

 


